
◆福祉のひろば
市民講座介護者サポータ
ー講座、福祉サービス第
三者評価受審費の一部を
補助します　ほか …８面

◆健康ガイド
食育行事を行います、乳
がん検診、いきいき健康
教室、ＢＣＧ接種、妊婦
歯科健診　ほか …９面

ⒸStudio Ghibli

市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。

 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.city.koganei.lg.jp/
 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.htm 毎月１・15日発行

平成27（2015）年
こきんちゃん

NO.1339

平成27（2015）年

主
な
内
容

世
帯
と
人
口

２７.５.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ５７,８７５ （２２６増） 男 ５８,３８９ （９０増）
人　口 １１７,８６８ （１９７増） 女 ５９,４７９ （１０７増）

◆催し
成人学校、清里山荘自然
体験教室、クリーン野川
作戦、子どもの人権講座
ほか …１１・１２面

◆お知らせ
非常勤嘱託職員募集、食品リサイク
ル堆肥の配布方法の変更、小口事業
資金融資あっせん制度、６月１日は
人権擁護委員の日　ほか …２～７面
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「
こ
が
ね
い
し
安
全
・
安
心

あ
い
さ
つ
運
動
」
は
今
年
の
９

月
で
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
あ
い
さ
つ
を

通
し
て
お
互
い
が
顔
見
知
り
に

な
る
こ
と
で
地
域
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域

の
安
全
確
保
を
図
り
、
小
金
井

市
を
安
全
で
安
心
な
ま
ち
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
運
動
が
さ
ら
に
広
が

り
、
「 
爽 
や
か
な
あ
い
さ
つ
飛

さ
わ

び
交
う
小
金
井
市
」
に
な
る
よ

う
な
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

テ
ー
マ　

あ
い
さ
つ
運
動
に
関

す
る
こ
と
。
「
あ
い
さ
つ
の
大

切
さ
」
「
防
犯
と
あ
い
さ
つ
」

等応
募
期
間　

６
月
１
日
（
月
）

～　

日
（
火
）

３０
作
品
の
扱
い　

▽
入
賞
作
品
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

運
動
推
進
用
品
に
使
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
▽
応
募
作
品

は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。

そ
の
他　

表
彰
式
を
８
月
ご
ろ

に
行
い
ま
す
。

【
標
語
】

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

応
募
条
件　

▽
１
人
２
作
品
ま

で　

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品　

▽
字
数
は
、　

～　

文
字
程
度

１０

２０

入　

賞　

最
優
秀
賞
１
点
、
優

秀
賞
６
点

応
募
方
法　

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
標
語
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢

（
学
生
の
方
は
学
校
名
と
学

年
）・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
地

域
安
全
課
へ
。

【
ポ
ス
タ
ー
】

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
学

の
小
・
中
学
生

応
募
条
件　

▽
１
人
１
作
品　

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品　

▽
画

材
は
自
由
（ 
貼 
り
絵
等
は
不

は

可
）
▽
４
つ
切
り
サ
イ
ズ
の
画

用
紙

入　

賞　

最
優
秀
賞
１
点
、
優

秀
賞
３
点

応
募
方
法　

郵
送
ま
た
は
直

接
、
作
品
裏
面
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
学
校

名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
地
域
安
全
課
へ
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
地
域
安

全
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
本
庁
舎
１
階
☎

　

儿　

儿
９
８
０
６ 
　

儿　

０４２

３８７

０４２

３８４

儿
６
４
２
６
）

 
【
標
語
】

 
挨  
拶 
は　
 
絆 
を
つ
く
る　

地
域

あ
い 
さ
つ 

き
ず
な

の
輪

【
ポ
ス
タ
ー
】

 

FAX

第
２
回
最
優
秀
作
品

5月27日（水）午前 0 時〜午後 9 時

小金井小金井チャレンジデーチャレンジデー20152015をを実施実施しましますす
　市では、市民一人ひとりの体力や環境に合わせた健康づくりを全市的に展開する取り
組みとして、チャレンジデ−に参加します。この参加を機会に、市民のスポーツの習慣
化やスポーツ人口を拡大し、健康増進へと繋げていくことをめざします。詳しくはお問
い合せいただくか、市ホームページまたはちらし（生涯学習課等で配布）をご覧ください。
主　催　小金井市、（公財）笹川スポーツ財団ほか
問合先　生涯学習課スポーツ振興係（市役所第二庁舎７階☎０４２−３８６−２４６２）

体を動かして健康づくりをしませんか
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 ☎ 0800−800−7405（フリーダイヤル）
（電話の受け付けは午前９時から）

 FAX 0800−800−7408（フリーダイヤル）

 死 koganei-challenge@jcom.zaq.ne.jp

集計センター（NPO法人黄金井倶楽部）

住民総参加型イベント

参加
方法
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　市域内で１５分以上継続して何らかの運動や
スポーツをした方の参加率を、人口規模が同
規模の自治体と競い合う住民総参加型のスポ
ーツイベントとして全国で一斉に開催されま
す。スポーツはもちろんのこと、それ以外で
も１５分以上継続して体を動かす運動であれ
ば、体操や散歩なども対象となります。

　また、対戦の結果、負けた方の自治体が相
手の自治体の旗を庁舎のメインポールに１週
間掲揚し相手の健闘を 称 えるユニークなルー

たた

ルが特徴です。今年の対戦相手は、鹿児島県
霧島市（参加２回目）です。
　参加率に応じて、金メダル、銀メダル、銅
メダルが市に贈られます。

５月２７日（水）午前０時〜午後９
時に小金井市内で１５分以上継続し
た運動を行ってください。

るす動運

午後９時３０分までに、集計センターへ団体・個人の別、参加人
数、参加種目を電話、ファクスまたはＥメールで連絡してくだ
さい。（１人１回のみ）

るす絡連

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%

〈バレーボールスクール〉
と　き　５月２７日（水）午前９時４５分～１１
時４５分
ところ　総合体育館
内　容　基礎からゲームまでを体験します。
対　象　高校生世代以上
定　員　６０人（当日先着順）

その他　運動のできる服装でお越しくださ
い。
問合先　総合体育館（☎０４２−３８６−２１２０）
※　本事業は、ＦＣ東京との共催事業です。

〈ウオーキングイベント〉
集散時間・場所　５月２７日（水）午前１０時
ＪＲ武蔵小金井駅南口コミュニティ広場

（フェスティバルコート）集合～滄浪泉園
ほか～１１時１５分ごろ都立武蔵野公園くじら
山下原っぱ解散（約３.８ｋｍ）
申込方法　当日直接集合場所へ。
問合先　ウオーキング協会事務局（☎０４２
−３８１−２２００）
※　本事業は、ウオーキング協会との共催
事業です。

第３回
こ
が
ね
い
し
安
全
・
安
心
あ
い
さ
つ
運
動

「
こ
き
ん
ち
ゃ
ん
あ
い
さ
つ
運
動
」

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
ま
す

チャレンジデーイベンチャレンジデーイベントト参加者募集
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◆◆各種審議会等の開催日程◆◆
問合先内　容ところと　き名　称

生涯学習課文化財係
（☎０４２−３８７−９８７９）

市史編さん活動につ
いて

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

５月１８日（月）
１０：００〜

第１回市史編さん
委員会

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

児童発達支援センタ
ー「きらり」の業務
内容等について

前原暫定集会施設
前原暫定会議室

５月１９日（火）
１０：００〜

児童発達支援セン
ター運営協議会

生涯学習課文化財係
（☎０４２−３８７−９８７９）

文化財の指定・登録
について

本町暫定庁舎第２
会議室

５月２０日（水）
１０：００〜

第１回文化財保護
審議会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

市民参加条例の運用
状況等について

商工会館２階大会
議室

５月２２日（金）
１８：００〜

第４１回市民参加推
進会議

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

第４次基本構想・後
期基本計画の策定等
について

市民会館・萌え木
ホールＡ会議室

５月２５日（月）
１８：００〜

第３回長期計画審
議会

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

公立保育園の現状確
認と保護者が求める
事業について

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

５月２５日（月）
１９：３０〜

公立保育園運営協
議会

公民館本館
（☎０４２−３８３−１１８４）

公民館事業について
ほか

公民館本館学習室
Ａ・Ｂ

５月２８日（木）
１０：００〜

第１８回公民館運営
審議会

総務課情報公開係
（☎０４２−３８７−９９２６）

個人情報保有等届け
出の報告、諮問につ
いて

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

５月２８日（木）
１８：００〜

情報公開・個人情
報保護審議会

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

障がい者施策全般に
ついて

市民会館・萌え木
ホールＡ会議室

５月２９日（金）
１７：００〜

地域自立支援協議
会

平成27年国勢調査員を
募集しています

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　５年に１度行われる国勢調査が平成
２７年１０月１日を基準日に行われます。
　国勢調査は、日本に住んでいる全て
の人を対象に行うもので、国の最も基
本的な統計調査です。
　市では、国勢調査を支援していただ
く調査員を募集しています。
任命期間　平成２７年８月下旬～１０月下
旬（予定）
内　容　渇説明会への出席　渇調査区
要図（地図）、調査世帯一覧の作成　
渇インターネット回答の利用案内を配
布　渇調査票の個別配布・回収　渇調
査書類の提出
調査件数　１調査区４０～７０世帯程度。
原則２調査区を担当していただきま
す。
報　酬　７万円程度（２調査区担当の
場合の予定額）
応募資格　渇２０歳以上の調査活動がで
きる健康な方　渇警察、選挙、税務事

務に従事していない方　渇暴力団員そ
の他の反社会的勢力に該当しない方
申込書配布　総務課（市役所本庁舎１
階）、市役所第二庁舎１階受付、公民
館各館、東小金井駅開設記念会館、上
之原会館、桜町上水会館、前原町西之
台会館、婦人会館、図書館本館、総合
体育館、栗山公園健康運動センター、
福祉会館、保健センター、市立はけの
森美術館で配布しているほか、市ホー
ムページからダウンロードできます。
申　込　５月２９日までの午前９時～正
午、午後１時～４時３０分（土曜・日曜
日を除く）に、市指定の申込書に必要
事項を明記し、直接、総務課庶務係
（☎０４２−３８３−１１１１内線２４１６）へ。
※　簡単な面談を実施するため、申込
書は、受験者本人が持参してくださ
い。（代理の方や郵送による提出は
できません）

【
選　

考
】

対　

象　

市
内
在
住
で
、
平
成　
２７

年
５
月
１
日
現
在　

歳
以
上
の
方

１８

応
募
方
法　

６
月　

日
（
消
印
有

１２

効
）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
応
募
用
紙
に
小

論
文
（　

字
以
内
・
課
題
＝
「
人

８００

口
減
少
を
見
据
え
た
小
金
井
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
）・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
企
画
政
策
課
へ
。

応
募
用
紙
配
布　

企
画
政
策
課

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
、
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
受
付
、
図
書
館

本
館
、
公
民
館
各
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
婦
人
会
館
、
福
祉
会
館
、

総
合
体
育
館
、
東
小
金
井
駅
開
設

記
念
会
館
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

【
無
作
為
抽
出
】

対　

象　

平
成　

年
５
月
１
日
現

２７

在　

歳
以
上　

歳
以
下
で
、
住
民

１８

３９

基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し

た
方　

人
５０

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

応
募
者
が
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

任　

期　

７
月
ご
ろ
～
平
成　

年
２８

３
月　

日
（
６
回
程
度
開
催
）

３１

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
０
０ 
　

儿　

儿
１
２

３８７

０４２

３８７

２
４
）

〈
小
金
井
平
和
の
日
記
念
行

事
検
討
委
員
会
委
員
〉

　

市
で
は
、
昨
年
制
定
し
た
小
金

FAX

井
平
和
の
日
条
例
に
基
づ
き
実
施

す
る
記
念
行
事
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
小
金
井
平
和
の
日
記
念

行
事
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま

す
。

　

同
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
１

人
、
市
職
員
お
よ
び
公
募
に
よ
る

委
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
で
、
平
成　

年
４
月
１
日

２７

現
在　

歳
以
上
の
方

１８

任　

期　

記
念
行
事
の
内
容
が
決

定
す
る
ま
で

応
募
方
法　

５
月　

日
（
消
印
有

２９

効
）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
小
論
文
（　

字
８００

以
内
・
課
題
＝
「
未
来
に
平
和
を

引
き
継
ぐ
た
め
に
必
要
な
こ

と
」
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
広

報
秘
書
課
へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

問
合
先　

広
報
秘
書
課
広
聴
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
１
８ 
　

儿　

儿
１
２
２

０４２

３８７

４
）

 
勤
務
時
間　

週
５
日
、
月
曜
～
金

曜
日
午
前
７
時
～　

時
ま
た
は
午

１１

後
３
時　

分
～
７
時
の
間
で
１
日

３０

１
・
５
～
３
時
間
勤
務
、
週　

時
１５

間
程
度
（
必
要
に
応
じ
土
曜
日
の

勤
務
あ
り
）

報　

酬　

時
給
千　

円
（
別
途
通

２００

勤
に
要
す
る
経
費
を
条
件
に
よ
り

支
給
し
ま
す
）

応
募
要
件　
　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２５

生
ま
れ
た
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　

若
干
名

面
接
試
験
日　

５
月　

日
（
金
）

２２

採
用
予
定
日　

６
月
１
日
（
月
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

５
月　

日
（
火
）
ま
で
の
午

１９

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

１９
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ

り
、
次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し

ま
し
た
。

　

▽
斉
藤
芳
司
さ
ん
、
坂
本
敬
さ

ん
、
塚
田
俊
雄
さ
ん
（
い
ず
れ
も

公
募
市
民
）

問
合
先　

庶
務
課
庶
務
係
（
☎　
０４２

FAX

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

保
育
士
補
助
業
務

（
短
時
間
勤
務
）

奨
学
資
金
運
営
委
員
会

委
員
選
任
結
果

儿　

儿
９
８
７
２
）

３８７

 　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が
始
ま
る
た

め
、　

月
か
ら
順
次
、
個
人
番
号

１０

を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
カ
ー
ド

が
、
住
民
票
の
住
所
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

転
入
・
転
居
の
届
け
出
が
お
済

み
で
な
い
場
合
や
住
民
票
の
住
所

と
異
な
る
場
所
に
住
ん
で
い
る
場

合
は
、
通
知
が
届
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
に
住
民
票
の
異
動
の
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
建
物
を
管
理
・
所
有
す

お
住
ま
い
の
場
所
に

住
民
登
録
は
お
済
み
で
す
か

る
方
は
、
住
居
表
示
板
（
市
民
課

で
交
付
）
を
設
置
し
、
通
知
カ
ー

ド
が
届
き
や
す
く
な
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
３
０
）

 　

市
民
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
）
で
の
手
続
き
の
際
に
は
、
第

三
者
に
よ
る
虚
偽
の
届
け
出
や
証

明
書
の
不
正
取
得
を
防
止
す
る
た

め
、
来
庁
し
た
方
の
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
顔
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
等
を
お
持
ち
く
だ
さ

な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め

本
人
確
認
に
ご
協
力
を

い
。

　

な
お
、
保
険
証
等
の
顔
写
真
が

な
い
も
の
１
点
の
み
で
は
、
手
続

き
が
完
了
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
、
口
頭
で
の
質
問

や
照
会
書
に
よ
る
本
人
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）

３８７

 
期　

間　

５
月　

日
（
月
）
～
７

２５

月　

日
（
金
）

１７
問
合
先　

同
美
術
館
（
☎　

儿　
０４２

３８４

儿
９
８
０
０
＝
月
曜
日
を
除
く
午

前　

時
～
午
後
５
時
）

１０ 市
立
は
け
の
森
美
術
館

展
示
替
え
に
よ
る
臨
時
休
館

　

次
の
委
員
会
の
設
置
に
伴
い
、

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
市
が
設
置
し
て

い
る
附
属
機
関
等
の
委
員
の
方

は
、
原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か

他
の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附
属

機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ
に
限

り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
ま

た
、
市
の
関
係
者
を
除
き
ま
す
。

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
提
出
し
て
い
た
だ

い
た
論
文
は
、
選
考
後
返
却
し
ま

す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と 

創
生
総
合
戦
略
等
検
討 

委
員
会
委
員
〉

　

市
で
は
、
人
口
減
少
の
進
展
に

的
確
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
活
力
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、
今
後
５
か

年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
な
方

向
等
を
定
め
る
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
な
ど
を
策
定

す
る
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
多
様
な
方
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
小
論
文
に
よ
る
選
考

で
の
募
集
に
加
え
て
、
無
作
為
に

抽
出
し
た
方
の
中
か
ら
公
募
委
員

を
選
出
す
る
た
め
、
対
象
の
方
に

５
月
下
旬
に
応
募
用
紙
を
送
付
し

ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
（
選
考
１
人
・

無
作
為
抽
出
２
人
）

委委
員員

募募
集集
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身
分
証
明
書
等
の
紛
失
に 

ご
用
心
！ 

―
携
帯
電
話
不
正
契
約
の 

　

恐
れ
あ
り

　

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
の

身
分
証
明
書
を
紛
失
し
た
場
合
、

時
と
し
て
不
正
に
利
用
さ
れ
、
身

に
覚
え
の
な
い
請
求
が
来
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

事　

例

　

最
近
利
用
し
て
い
な
い
銀
行
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

が
入
っ
た
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
紛
失

し
た
。
警
察
に
紛
失
届
を
出
し
た

２
日
後
に
、
４
社　

台
の
携
帯
電

１６

話
が
何
者
か
に
よ
っ
て
契
約
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
携
帯
電
話

会
社
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
３
社

は
契
約
を
解
除
し
て
く
れ
た
。
１

社
の
み
「
健
康
保
険
証
と
銀
行
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
で

本
人
確
認
し
た
の
で
正
常
な
契
約

で
あ
る
。
解
約
料
、
携
帯
電
話
４

台
の
本
体
代
金
を
払
わ
な
け
れ

ば
、
解
約
で
き
な
い
。
」
と
言
い
、

契
約
解
除
に
応
じ
な
い
。
「
警
察

が
被
害
届
を
受
理
し
た
ら
、
再
調

査
す
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
警
察

に
相
談
に
行
っ
た
ら
、
「
詐
欺
に

あ
っ
た
の
は
携
帯
電
話
会
社
な
の

で
、
あ
な
た
か
ら
の
被
害
届
は
受

け
ら
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
警

察
か
ら
携
帯
電
話
会
社
に
連
絡

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
相
談
室

☎
042―

384―

４
９
９
９

し
、
被
害
届
に
つ
い
て
説
明
し
て

も
ら
っ
た
が
、
対
応
を
変
え
な

い
。
不
正
な
契
約
な
の
で
代
金
を

支
払
わ
ず
に
い
た
ら
、
滞
納
者
と

し
て
個
人
信
用
情
報
機
関
に
登
録

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
携
帯
電
話
が

契
約
さ
れ
た
日
時
は
仕
事
中
で
あ

り
、
私
に
契
約
責
任
は
な
い
。
請

求
を
取
り
下
げ
て
ほ
し
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

▽　

携
帯
電
話
に
関
す
る
相
談
が

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
は

法
規
制
が
な
く
、
携
帯
電
話
会

社
の
対
応
方
針
に
よ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
会
社
が
解
約
に
応
じ

な
い
場
合
、
契
約
責
任
が
な
い

こ
と
の
確
認
、
信
用
情
報
の
修

正
を
求
め
る
に
は
、
裁
判
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

▽　

不
正
に
契
約
さ
れ
た
携
帯
電

話
で
も
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

に
利
用
さ
れ
た
場
合
、
警
察
か

ら
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
疑
い
を
持

た
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
携

帯
電
話
を
無
断
で
他
人
に
譲
渡

し
た
と
見
な
さ
れ
る
と
、
罰
金

刑
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

▽　

身
分
証
明
書
等
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
等
の
暗
証
番
号
の
管

理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま

し
ょ
う
。
紛
失
し
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
警
察
や
発
行
会
社
な
ど

へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。
万
一
、

覚
え
の
な
い
請
求
が
あ
っ
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

消
費
生
活
相
談
室
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○１７１

小口事業資金融資
あっせん制度

がんばる
中小商工業者を
応援します

　市では、地元商工業の活性化支援の
ために、商工業者（法人・個人）が必
要とする事業資金を有利な条件で利用
できるよう、市と契約した金融機関へ
融資のあっせんを行っています。
　また、一般資金に比べて低利な経営
安定化緊急資金は、平成２８年３月３１日
まで延長して実施しています。
　なお、融資が決定した場合には、利
息の一部を市が負担し、保証機関への
信用保証料（当該融資相当分）の最大
２分の１を補助します。
　申し込みは、随時受け付けていま
す。詳しくは、お問い合わせくださ
い。
!

#

"

$

%%%%%%%%%%%%%%

%%%%%%%%%%%%%%

&
&
&

&
&
&

問合先　経済課産業振興係（☎
０４２−３８７−９８３１）

主たる事業所の所在地
（法人の場合は原則として本店）

申込者の住所
（法人の場合は代表者個人の住所）区　分

市内または隣接市に事業所があり、同一事業を１年以上営んでいること市内に１年以上住所を有している方開業資金以外の資金 市内に事業所があり、同一事業を１年以上営んでいること隣接市に１年以上住所を有している方
市内に事業所があり、開業の準備に着手していること（開業後１年未満を
含む）不問開業資金

※　隣接市とは、武蔵野市、三鷹市、府中市、調布市、小平市、国分寺市、西東京市の７市です。
〈事業規模および業種〉　常勤の従業員が３０人以下で、東京信用保証協会または東京都農業信用基金協会の保証対象業種であること
〈納　税〉　市税の納税義務者で、納期到来分（申し込み時まで）を完納していること

住所要件など申込資格

借受人
利率

償還期間
（※）併用申込限度額使　途区分

種類 設備運転

０.８％
（変動）

５年以内各限度額および償還期間内で総額８００万円６００万円−○運転資金
７年以内８００万円○−設備資金
７年以内設備資金と併用申し込み可２００万円○−特別設備資金

▷　福祉のまちづくりに準じて、利用者が安全で快適に利用できるための、店舗出入口の段差解消や自動扉の設置等の施設整備に必要
な資金
▷　地球温暖化対策や公害防止対策等の快適環境実現のために、営業用低公害車両の購入や工場設備改善等に必要な資金

５年以内害害害害害害５００万円○○開業資金
▷　市内で開業を予定または市内で開業１年未満の事業者への資金

運転５年以内
設備７年以内害害害害害害８００万円○○商店街等振興資金

▷　市内の法人組織の商店会のイベント開催や共同施設設置等の資金

５年以内運転資金、設備資金、特別設備資金との併用申し込
み可

５００万円○○大型店対策事業資金
５００万円○○産業振興資金

０.５％
（変動）

３年以内運転資金、設備資金、特別設備資金、大型店対策事
業資金、産業振興資金との併用申し込み可３００万円−○経営安定化緊急資金

（平成２８年３月３１日まで受け付け）
▷　最近３か月または１年間の売上高が、前年同期と比較して３％以上減少している方を対象
▷　取引先の相手方企業の破産、更生手続開始申し立てなどにより、その相手方企業に対して売掛金等回収困難な債権を有して
いる方を対象（連鎖倒産防止対策）

※　償還期間には据置期間６か月以内を含みます。

小口事業資金融資あっせんの内容

　

小
・
中
学
校
や
家
庭
で
使
用
し

て
い
る
生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器

か
ら
生
成
さ
れ
た
生
ご
み
乾
燥
物

は
、
市
で
回
収
し
、
堆
肥
化
実
験

施
設
で
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥
を

製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、
堆
肥
化

実
験
施
設
の
閉
鎖
に
伴
い
、
民
間

堆
肥
製
造
施
設
で
の
製
造
に
変
更

し
ま
す
。
製
造
さ
れ
る
堆
肥
も
新

し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
配
布
方
法

を
変
更
し
ま
す
。
な
お
、
各
回
配

布
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

と　

き　

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時

～
２
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）

と
こ
ろ　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
裏

（
中
町
３
儿　

儿　

）

１９

１６

配
布
量　

１
回
５
㌔
㌘
（
年
間　
１２

回　

㌔
㌘
ま
で
）

６０
持
ち
物　

堆
肥
を
入
れ
る
容
器
等

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量

化
と
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
に

向
け
て
、
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を

処
理
す
る
た
め
の
生
ご
み
減
量
化

処
理
機
器
を
購
入
さ
れ
る
方
や
団

体
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。　

　

今
年
度
分
の
補
助
を
受
け
る
に

は
、
事
前
申
請
し
、
承
認
を
受
け

た
う
え
で
対
象
機
器
を
購
入
し
、

本
申
請
ま
で
を
平
成　

年
３
月　

２８

３１

日
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
家
庭
用
機
器
】

対　

象　

市
内
在
住
で
、
新
た
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器

購
入
費
補
助
制
度

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器
を
購
入

し
、
使
用
す
る
方

※　

以
前
補
助
を
受
け
た
方
は
、

家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
器
お

よ
び
家
庭
用
手
動
か
く
は
ん
式

生
ご
み
処
理
機
は
購
入
後
５

年
、
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
は
購

入
後
３
年
を
経
過
し
た
場
合
に

対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
上
限
額　

▽
家
庭
用
電
動
生

ご
み
処
理
機
＝
５
万
円　

▽
家
庭

用
手
動
か
く
は
ん
式
生
ご
み
処
理

機
＝
３
万
円　

▽
生
ご
み
堆
肥
化

容
器
＝
８
千
円

【
大
型
機
器
】

対　

象　

町
会
、
自
治
会
、
集
合

住
宅
管
理
組
合
な
ど
、
地
域
に
お

い
て
お
お
む
ね　

世
帯
以
上
の
家

２０

庭
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
団
体

補
助
上
限
額　
　

万
円

１００

そ
の
他　

設
置
に
あ
た
っ
て
は
電

源
コ
ン
セ
ン
ト
や
上
下
水
道
な
ど

の
設
備
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

補
助
金
額　

購
入
金
額
の
５
分
の

４
（
消
費
税
含
む
。　

円
未
満
の

１００

端
数
は
切
り
捨
て
）
以
内
で
補
助

上
限
額
ま
で
。

※　

販
売
店
な
ど
が
行
っ
て
い
る

ポ
イ
ン
ト
還
元
お
よ
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
な
ど
を
除
い
た
、

購
入
者
が
実
際
に
負
担
し
た
金

額
が
基
準
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
用
機
器
の
場
合
、
配

送
費
等
は
補
助
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
大
型
機
器
の
場

合
、
本
体
価
格
お
よ
び
設
置
費

用
が
補
助
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥
のの

配
布
方
法
の
変

配
布
方
法
の
変
更更

　日ごろより、ごみの減量および資源化の推進にご協力いただきありがとうございます。
　本欄では、燃やすごみの排出量（家庭系）を年１２,０００ｔ（月１,０００ｔ）未満とすること
を目標としています。平成２７年３月の集計結果は、９９３ｔ（昨年は９７６ｔ）となり、平成
２６年度の燃やすごみの排出量（家庭系）の速報値は、１２,２９１ｔ（１人１年当たり約１０５ｋｇ）
と昨年度より９６ｔ（昨年度は１２,１９５ｔ）増加し、年度目標からは２９１ｔ、１人１日当たり
に換算すると約７ｇ（１人１年当たり約３ｋｇ）上回ってしまいました。
　燃やすごみの多くを占めているのは、生ごみとざつがみです。生ごみには大量の水分
が含まれていることから、水切りをすることでさらなる燃やすごみの減量につながりま
す。また、腐敗を遅らせ嫌なにおいの発生を抑えることができます。生ごみを燃やすご
みに出す前に、乾かしてから出す、水切り袋などを使用してもう一絞りするなど、皆さ
んのご協力をお願いします。なお、市では、生ごみ減量化処理機器購入費補助制度を推
進しています。ぜひ補助制度をご活用ください。
　また、メモ用紙や紙切れ、はがき、封筒、たばこやお菓子の箱などは、資源になるざ
つがみです。ざつがみを分別することで、さらなるごみの減量と資源の有効活用を図る
ことができます。平成２６年７月からは、これまで焼却処理をしていた紙コップや紙皿な
ど防水加工された紙や感熱紙などの難再生古紙の拠点回収を実施しています。リサイク
ルを効果的・効率的
に行うため、さらな
る分別の徹底にご協
力をお願いします。

燃やすごみ地区別1人1日当たりの
排出量

月・水・木・土地区 261 287 △26

（単位：g）

地　　区
火・金地区 285 249 36

武蔵小金井 東小金井

3月 前年同月

不燃系ごみ
（市内全域） 102 107 △5

増減量

前年同月増減量

１か月の燃やすごみ
収集量（市内全域）

993t 976t 17t

増減量3月 前年同月

3月

やった
減量成功

去年より
増えちゃった
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こ
こ
に
記
載
の
な
い
行
事
や

各
行
事
の
詳
細
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
公
立
小
・
中
学
校
に
配
布

し
て
い
る
「
毎
月
の
た
よ

り
」
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
各
館
共
通

□未
 

＝
未
就
学
児
対
象
（
保
護
者

同
伴
）

□小
 

＝
小
学
生
対
象

□中
 

＝
中
学
生
対
象

□高
 

＝
高
校
生
世
代
対
象

◎
共
通
休
館
日

日
曜
日
、　

日
（
火
）

３０

今
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院　

東
児

童
館
＝
３
日
（
水
）
。
緑
児
童

館
＝
８
日
（
月
）
。
貫
井
南
児

童
館
＝　

日
（
水
）
。
い
ず
れ

１７

も
午
前　

時
～
午
後
１
時
、
１

１０

件　

円
１００

 
ウ
ォ
ー
タ
ー
合
戦　
　

日（
土
）

２０

午
後
１
時
～
３
時
、
雨
天
中

止
。
都
立
武
蔵
野
公
園
く
じ
ら

山
。
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を
持

参
、
動
き
や
す
い
服
装
で
。
高

校
生
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
中
、
貫
井
南
児
童
館
へ
。

 
乳
幼
児
の
つ
ど
い
□未
 
　

毎
週
月

曜
日
は
０
～
２
歳
児
交
流
会
。

毎
週
水
曜
日
は
１
歳
児
交
流

会
。　

日
は
誕
生
日
会
。
毎
週

２４

木
曜
日
は
０
歳
児
交
流
会
。
４

日
は
絵
本
の
紹
介
。　

日
は
食

１１

育
相
談
会
。　

日
は
誕
生
日

２５

会
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
～
午

１０

後
２
時
。
交
流
会
は
正
午
ま

で
。　

日
（
土
）
は
お
父
さ
ん

１３

と
遊
ぼ
う
。
歌
・
音
・
身
体
遊

び
。
午
前　

時
～
正
午
。

１０

ご
き
げ
ん
よ
う
劇
場
！
大
き
な

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
□未
 

□小
 
　
　
１８

日
（
木
）
午
後
３
時　

分
か
ら

１５

夏
期
ク
ラ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
企
画

会
□中
 

□高
 
　
　

日
（
土
）
午
後
３

１３

時
か
ら

 
常
設
子
育
て
ひ
ろ
ば
□未
 
　

月
曜

～
土
曜
日
午
前　

時
～
午
後
４

１０

時
。
１
日
（
月
）は
誕
生
日
会
、

幼
児
食
会
食
参
加　

円
。
３
日

３０

（
水
）
は
お
は
な
し
会
。
８
日

（
月
）
は
え
ほ
ん
の
日
。　

日
１５

（
月
）
は
工
作
。　

日
（
火
）

１６

は
手
遊
び
。　

日
（
土
）
は
お

２０

と
う
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
。
い
ず

れ
も
午
前　

時
か
ら
。　

日

１１

１０

（
水
）
は
く
り
の
み
保
育
園
ミ

ニ
講
座
、
夏
の
過
ご
し
方
。　
２２

日
（
月
）
は
リ
ズ
ム
遊
び
。
い

ず
れ
も
午
前　

時　

分
か
ら
。

１０

３０

　

日
（
水
）
は
離
乳
食
講
座
、

１７午
前　

時
か
ら
、　

組
（
多
数

１０

１２

抽
選
）
、　

円
、
保
育
あ
り
、

１５０

５
月　

日
～　

日
に
申
し
込
み

２０

２９

（
電
話
可
）

お
い
で
よ
！
３
・
４
・
５
・
６

□未
 
　
　

日
（
木
）、　

日
（
金
）

１１

１２

午
後
１
時
か
ら

東
児
童
館
運
営
会
議　
　

日
１３

（
土
）
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

お
は
な
し
会
□未
 

□小
 
　
　

日（
木
）

２５

午
後
３
時　

分
か
ら

３０

お
ば
け
屋
敷　
　

日
（
土
）
午

２７

後
３
時
か
ら

専
門
相
談
事
業　

９
日
（
火
）

思
春
期
相
談
、
５
日
（
金
）
子

育
て
相
談
。
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
～
午
後
２
時
（
随
時
受
付
）

中
高
生
世
代
あ
つ
ま
れ　

「
ぷ

！！

れ
い
す
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｊ
Ｉ
」
□中
 

□高
 

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
～
８

時
。
３
日
は
ひ
が
じ
食
堂
①

「
シ
ュ
ー
マ
イ
」
、　

円
。　
１００

１７

日
、　

日
は
お
ば
け
屋
敷
の
準

２４

備
 

乳
幼
児
の
つ
ど
い
□未
 
　

８
日
～

　

日
の
毎
週
月
曜
日
は
１
歳
児

２９交
流
会
、　

日
は
誕
生
日
会
。

２９

毎
週
水
曜
日
は
０
歳
児
交
流

会
、　

日
は
離
乳
食
講
習
会
、

２４

　

人
（
申
込
順
）
、
な
す
と
ひ

１０き
肉
の
カ
レ
ー
、　

円
、
５
月

１５０

　

日
か
ら
申
し
込
み
（
電
話

１８可
）
。
毎
週
木
曜
日
は
０
～
２

歳
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。
い
ず

れ
も
午
前　

時　

分
～
午
後
２

１０

３０

時
（
講
習
会
は
正
午
ま
で
）

キ
ッ
ズ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
□未
 
　
　
１１

日
（
木
）
午
後
３
時
か
ら
、
フ

ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
、
３
歳
児
以

上
、　

人
（
多
数
抽
選
）
、　

１０

１５０

円
、
５
月　

日
ま
で
に
申
し
込

２３

み
（
電
話
可
）

利
用
者
懇
談
会　
　

日
（
火
）

２３

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

中
・
高
校
生
世
代
の
ス
ペ
ー
ス

＠
ヌ
ク
イ
□中
 

□高
 
　

５
日
（
金
）、

　

日
（
金
）午
後
５
時
～
８
時
、

１９５
日
は
第
１
回
ゲ
ー
ム
大
会
、

　

日
は
飯
ご
う
で
カ
レ
ー
作

１９り
、　

人
（
申
込
順
）
、　

円
、

１０

１００

５
月　

日
か
ら
申
し
込
み
（
電

１８

話
可
）

バ
ン
ド
ス
タ
ジ
オ
貸
出
□中
 

□高
 
　

グ
ル
ー
プ
、
個
人
い
ず
れ
も

可
、
要
事
前
申
込
（
電
話
可
）

 
ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
（
乳
幼
児
の

つ
ど
い
）
□未
 

　

毎
週
月
曜
～
金

曜
日
午
前　

時
～
午
後
３
時
、

１０

乳
幼
児
と
保
護
者
の
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
。
毎
週
水
曜
日
は
１
歳

児
以
上
あ
そ
ぼ
う
よ
。　

日
は

１０

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
体
験
講
座
、
午

前　

時　

分
か
ら
、　

人
（
申

１０

３０

１５

込
順
）
。　

日
は
み
ん
な
で
昼

１７

食
会
。　

日
は
誕
生
日
会
、
午

２４

前　

時　

分
か
ら
。
毎
週
木
曜

１１

３０

日
は
０
歳
児
ひ
よ
こ
。　

日
は

１１

離
乳
食
講
習
会
、
午
前　

時
か

１０

ら
、　

人
（
申
込
順
）
、
な
す

１０

と
ひ
き
肉
の
カ
レ
ー
、　

円
。

１５０

講
座
・
講
習
会
は
５
月　

日
か

１８

ら
申
し
込
み
（
電
話
可
）
。
交

流
会
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
～

１０

正
午
。　

日
（
土
）
は
パ
パ
も

２７

お
い
で
よ
、
午
前　

時
～
正
午

１０

た
っ
ぷ
り 
魅 
せ
ま
す
パ
ネ
ル
シ

み

ア
タ
ー
□未
 

□小
 
　

３
日
（
水
）
午

後
３
時
か
ら

お
は
な
し
の
と
び
ら
□未
 

□小
 
　
　
１１

日
（
木
）
、　

日
（
木
）
午
後

２５

３
時　

分
か
ら
、
お
話
会

３０

利
用
者
懇
談
会　
　

日
（
木
）

１８

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ラ
ブ
□未
 

□小
 
　
　
２２

日
（
月
）午
後
３
時　

分
か
ら
、

３０

モ
ビ
ー
ル
作
り
、
３
歳
児
以
上

６
月
の
じ
ど
う
か
ん

６
月
の
じ
ど
う
か
ん

６
月
の
じ
ど
う
か
ん

　

は
ち
の
巣
が
で
き
た
場
合
に

は
、
所
有
者
ま
た
は
居
住
者
の
方

に
ご
自
身
で
対
応
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
で
の
対
応
が
困

難
な
場
合
は
、
駆
除
業
者
の
紹
介

等
を
行
っ
て
い
る
（
公
社
）
東
京

都
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会

（
☎　

儿
３
２
５
４
儿
０
０
１

０３

４
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
自
宅
、
民
間
施
設
等

に
で
き
た
は
ち
の
巣
を
自
主
的
に

駆
除
す
る
た
め
の
用
具
（
防
護

服
、
殺
虫
剤
）
の
無
料
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
し
出
し
を

ご
希
望
の
方
は
必
ず
事
前
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

 
対　

象　

市
内
に
土
地
、
建
物
を

所
有
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
管
理

し
て
い
る
方

貸
出
期
間　

４
日
以
内

駆
除
用
具　

▽
は
ち
用
防
護
服
＝

頭
か
ら
足
元
ま
で
覆
い
隠
す
タ
イ

プ　

▽
殺
虫
剤
＝
薬
剤
が
強
力
な

勢
い
で
、
約
２
㍍
程
度
飛
び
出
し

ま
す
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
除
草
剤
を
「
市
の
施

設
お
よ
び
公
共
の
場
所
で
は
使
用

し
な
い
」
と
い
う
自
主
規
制
の
方

針
を
決
定
し
、
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

市
販
の
除
草
剤
は
、
国
が
農
薬

取
締
法
に
基
づ
き
安
全
性
を
確
認

除
草
剤
の
過
度
な

使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う

し
、
登
録
を
認
め
た
も
の
で
す

が
、
除
草
剤
を
過
度
に
ま
く
こ
と

に
よ
る
土
壌
・
地
下
水
の
汚
染

や
、
生
物
へ
の
影
響
な
ど
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

や
む
を
え
ず
除
草
剤
を
使
用
す

る
際
は
、
適
切
な
方
法
で
使
用

し
、
過
度
な
使
用
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 
対　

象　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
２
階
建
て

以
下
の
一
戸
建
て
住
宅

実
施
予
定
件
数　
　

件（
申
込
順
）

３０

実
施
調
査
機
関　
（
一
社
）東
京
都

建
築
士
事
務
所
協
会
南
部
支
部

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
電

１５

話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
番

号
・
建
築
年
月
日
を
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
住
宅
係
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
６
１ 
　

儿　

儿
２
３
３
１
死

０４２

３８７

s0
6
0
8
9
9
@
ko
gan
ei-sh

i.jp

）

へ
。

  　

平
成　

年
第
２
回
小
金
井
市
議

２７

会
定
例
会
が
、
６
月
２
日
（
火
）

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

原
則
、
午
前　

時
か
ら
、
本
会

１０

議
は
議
場
（
市
役
所
本
庁
舎
４

階
）
、
委
員
会
は
第
一
会
議
室

（
同
３
階
）
で
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
や
市
の

重
要
案
件
が
ど
の
よ
う
に
審
議
・

木
造
住
宅
無
料
簡
易
耐
震

診
断

FAX

市
議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

決
定
さ
れ
て
い
く
か
な
ど
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
傍
聴
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

市
議
会
の
傍
聴
は
ど
な
た
で
も

で
き
ま
す
が
、
議
会
事
務
局
で
簡

単
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
日
程
、
議
案
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

議
会
事
務
局
（
市
役
所

本
庁
舎
４
階
☎　

儿　

儿
９
９
４

０４２

３８７

７
）

 　

平
成　

年
度
か
ら
東
セ
ン
タ
ー

２７

の
業
務
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

伺
う
た
め
、
利
用
者
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
月
）
図
書

２５

館
＝
午
後
３
時
～
４
時
、
公
民
館

＝
午
後
４
時
～
５
時

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
和
室

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）
、
公
民
館
本
館

３８３（
☎　

儿　

儿
１
１
８
４
）

０４２

３８３

 　

市
消
防
団
で
は
、
隔
年
ご
と

に
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
使
用

し
た
操
法
審
査
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
団
員
の
日
ご
ろ
の
訓

練
成
果
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

活
動
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

各
分
団
か
ら
１
チ
ー
ム
（
選
手

５
人
）
ず
つ
全
部
で
５
チ
ー
ム
が

出
場
し
て
、
防
災
関
係
者
や
団
員

の
家
族
の
応
援
を
背
に
、
操
法
を

披
露
し
ま
す
。

　

地
域
の
防
災
の
か
な
め
で
あ
る

消
防
団
員
の
勇
姿
を
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月　

日
（
日
）
午
前

２４

　

時
～
午
後
０
時　

分
（
雨
天
＝

１０

３０

東
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
東

分
室
・
公
民
館
東
分
館
）

利
用
者
懇
談
会

小
金
井
市
消
防
団

操
法
審
査
会
の
開
催

　

日
）

３１と
こ
ろ　

第
三
小
学
校
校
庭

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

  　

５
月
中
旬
～
６
月
下
旬
に
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
取
替
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
来
庁
者
用
駐
車

場
の
一
部
を
閉
鎖
し
ま
す
。
駐
車

場
が
狭
く
な
り
ま
す
の
で
、
可
能

な
限
り
車
で
の
来
所
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

　

健
診
等
の
事
業
は
通
常
ど
お
り

実
施
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
先　

健
康
課
健
康
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
１
２
４
０
）

３２１

 　

４
月
３
日
～
５
日
に
開
催
さ
れ

た
小
金
井
桜
ま
つ
り
で
は
、
市
観

光
協
会
と
友
好
関
係
に
あ
る
岩
手

県
久
慈
市
に
対
す
る
復
興
支
援
の

た
め
、
募
金
箱
を
設
置
し
た
と
こ

ろ
、
２
万
２
千　

円
の
善
意
を
お

１０３

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
預
か

り
し
た
募
金
は
、
全
額
久
慈
市
に

送
付
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　

観
光
協
会
（
☎　

儿　
０４２

３１６

儿
３
９
８
０
）

保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設

備
取
替
工
事
を
行
い
ま
す

第　

回
小
金
井
桜
ま
つ
り

６１
復
興
支
援
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

は
ち
用
防
護
服
等

は
ち
用
防
護
服
等
のの

貸
し
出
し

貸
し
出
し
をを

行
っ
て
い
ま

行
っ
て
い
ま
すす
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　平成２７年度第１回小金井市公立学
校運営連絡会を、各市立小・中学校
で開催します。
　傍聴はどなたでもできます。
問合先　各学校

　市立小・中学校では、地域にある学校として、学校教育活動へ
の一層のご理解を得ることを目的に、授業などの学校教育活動を
参観できる日を設けています。
問合先　各学校

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

電　話開催日時学校名
０４２−３８３
−１１４１

５／２７（水）
１０：４０〜第一小学校

０４２−３８３
−１１４３

５／２０（水）
１０：００〜第三小学校

０４２−３８３
−１１４４

６／１０（水）
１０：００〜第四小学校

０４２−３８３
−１１４６

５／１９（火）
１０：００〜前原小学校

０４２−３８３
−１１４８

５／２８（木）
１０：３０〜緑 小 学 校

０４２−３８３
−１１４９

５／１８（月）
１０：００〜南 小 学 校

０４２−３８３
−１１６１

６／２０（土）
１６：００〜第一中学校

０４２−３８３
−１１６２

５／２１（木）
１６：００〜第二中学校

０４２−３８３
−１１６３

５／１９（火）
１０：３０〜東 中 学 校

０４２−３８３
−１１６４

６／４（木）
１６：００〜緑 中 学 校

０４２−３８３
−１１０５

６／５（金）
１５：００〜南 中 学 校

※　第二小学校、東小学校、本町小
学校は終了しました。

電　話内　容時　間月　日学校名

０４２−３８３
−１１４１

学校公開８：５０〜１５：１０５／２８（木）
第一小学校 セーフティ教

室・学校公開８：５０〜１０：２５６／２０（土）

０４２−３８３
−１１４２

運動会９：００〜１４：３０５／２３（土）
第二小学校 学校公開・セ

ーフティ教室８：４０〜１２：１０６／２０（土）

０４２−３８３
−１１４３学校公開

８：４０〜１５：３５５／２２（金）
第三小学校

８：４０〜１０：１５５／２３（土）

０４２−３８３
−１１４４

学校公開・避
難訓練８：４５〜１２：２０６／１０（水）

第四小学校
四小子どもま
つり９：３５〜１１：４０６／１９（金）

０４２−３８３
−１１４５学校公開８：４５〜１２：１５６／１２（金）東 小 学 校

０４２−３８３
−１１４６

運動会８：５０〜１４：４５５／２３（土）
前原小学校

学校公開８：３５〜１２：００６／１３（土）

０４２−３８３
−１１４７

授業公開１０：４０〜１２：１０６／１２（金）
本町小学校 授業公開・セ

ーフティ教室９：３５〜１２：１５６／１３（土）

電　話内　容時　間月　日学校名
０４２−３８３
−１１４８

授業公開・家
庭教育講座８：４５〜１２：２０５／１８（月）緑 小 学 校

０４２−３８３
−１１４９

学校公開・セ
ーフティ教室８：４５〜１１：２０５／２３（土）南 小 学 校

０４２−３８３
−１１６１

授業参観・道
徳授業地区公
開講座

８：５０〜１５：３０６／２０（土）第一中学校

０４２−３８３
−１１６２

運動会８：５０〜１５：００５／３０（土）

第二中学校
学校公開

８：５０〜１５：２０

６／１１（木）

６／１２（金）

学校公開・道
徳授業地区公
開講座

６／１３（土）

０４２−３８３
−１１６３

運動会９：００〜１４：３０５／３０（土）

東 中 学 校
学校公開週間

８：５０〜１５：２０６／２（火）

８：５０〜１４：２０６／３（水）

８：５０〜１５：２０
６／４（木）

６／５（金）

学校公開・道
徳授業地区公
開講座

８：５０〜１２：４０６／６（土）

０４２−３８３
−１１６４

体育会８：４０〜１６：００５／３０（土）
緑 中 学 校

学校公開８：４５〜１２：３５６／１３（土）

０４２−３８３
−１１０５体育祭９：００〜１６：００５／３０（土）南 中 学 校

市立小・中学校学校公市立小・中学校学校公開開小金井市公立学小金井市公立学校校
運営連絡会の開運営連絡会の開催催

　

市
教
育
委
員
会
お
よ
び
都
教
育

委
員
会
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
心

身
の
障
が
い
の
状
態
や
発
達
の
状

況
等
に
応
じ
て
、
適
切
な
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
、
就
学
相
談
の
手

続
き
等
の
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。

対　

象

▽　

平
成　

年
度
に
、
小
学
校
ま

２８

た
は
中
学
校
に
入
学
す
る
心
身

に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
ま

た
は
発
達
に
不
安
や
気
が
か
り

の
あ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

▽　

現
在
、
お
子
さ
ん
が
小
・
中

学
校
に
在
学
中
で
、
平
成　

年
２８

度
か
ら
、
市
立
学
校
の
特
別
支

援
学
級
ま
た
は
都
立
特
別
支
援

学
校
へ
の
転
学
を
考
え
て
い
る

保
護
者

▽　

現
在
、
就
学
猶
予
ま
た
は
免

除
の
措
置
を
受
け
て
い
る
お
子

さ
ん
の
保
護
者

【
説
明
会
】

と　

き　

５
月　

日
（
木
）
午
前

２８

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

【
就
学
相
談
】

期
間
・
と
こ
ろ　

６
月
１
日
（
月
）

か
ら
、
学
務
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
７
階
）で
。
（
要
事
前
申
込
。
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

６
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
学
務
課
学
務
係
へ
。

そ
の
他　

▽
母
子
手
帳
、
愛
の
手

帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
▽
説
明
会
に
参
加
し
て
い
な

く
て
も
、
就
学
相
談
は
申
し
込
め

ま
す
。

問
合
先　

学
務
課
学
務
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
４
）

３８７

 
〈
エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室
〉

　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
木
）
、　

１１

２５

日
（
木
）
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

対　

象　

４
～
５
か
月
児
と
保
護

者申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
、

同
セ
ン
タ
ー
へ
。

 
〈
双
子
の
つ
ど
い
〉

と　

き　

６
月　

日
（
土
）
午
前

１３

　

時
～
正
午

１０内　

容　

情
報
交
換
や
仲
間
づ
く

り対　

象　

市
内
在
住
の
多
胎
児
と

家
族
お
よ
び
多
胎
妊
婦
の
方

そ
の
他　

初
め
て
の
方
は
、
事
前

に
同
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

主　

催　

さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

 

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１
４
１
＝

０４２

３２１

月
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

 　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
わ
ら
べ

う
た
や
絵
本
で
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月　

日
（
水
）
午
前

２７

　

時
～　

時　

分

１０

１０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
和
室

対　

象　

０
～
２
歳
の
乳
児
と
保

護
者

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２０

協　

力　

く
り
の
実
文
庫

申　

込　

５
月　

日
午
前　

時
か

１５

１０

ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書
館

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

東
分
室
（
☎　

儿　

儿
４
５
５

０４２

３８３

０
）
へ
。

 　

親
子
で
２
歳
ク
ラ
ス
の
部
屋
で

遊
び
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

６
月　

日
（
木
）
午
前

１１

９
時　

分
～　

時　

分

４５

１０

３０

と
こ
ろ　

同
保
育
園

対　

象　

１
・
２
歳
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者

定　

員　

８
組
（
申
込
順
）

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
同
保
育
園
（
☎　

儿　

儿
１
１

０４２

３８３

８
０
）
へ
。

市
立
く
り
の
み
保
育
園

く
り
の
み
で
あ
そ
ぼ
う
会

第
３
回
定
例
会

（
３
月　

日
開
催
）

２７

【
議　

題
】

▽　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

教
育
委
員
会
関
係
規
則
の
整
理

に
関
す
る
規
則
に
つ
い
て
＝
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
事
務

局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
に
つ
い
て
＝
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
職
員

の
職
名
等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

＝
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
聴
聞

及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
に
つ
い
て
＝
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
た
。

▽　

人
事
制
度
の
改
正
に
伴
う
教

育
委
員
会
関
係
規
程
の
整
理
に

関
す
る
規
程
に
つ
い
て
＝
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
一
部
委
任
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
に
つ
い
て
＝
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
教
育

長
事
務
決
裁
及
び
専
決
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
規
程
に
つ
い

て
＝
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
。

▽　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
公
印

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

に
つ
い
て
＝
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
た
。

▽　

学
校
職
員
の
兼
業
等
及
び
教

育
公
務
員
の
教
育
に
関
す
る
兼

職
等
に
関
す
る
事
務
取
扱
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
に
つ

い
て
＝
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
。

▽　

小
金
井
市
公
立
学
校
職
員
出

勤
簿
整
理
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
に
つ
い
て
＝
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
公
立
学
校
職
員
服

務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
に
つ
い
て
＝
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
。

▽　

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師
の
委
嘱
に
つ
い
て

＝
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
指
定
文
化
財
の
指

定
に
つ
い
て
＝
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
。

【
報
告
事
項
】

　

▽
平
成　

年
第
１
回
小
金
井
市

２７

議
会
定
例
会
に
つ
い
て　

▽
図
書

館
の
蔵
書
点
検
の
結
果
に
つ
い
て

第
１
回
臨
時
会

（
４
月
１
日
開
催
）

【
議　

題
】

▽　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
委
員

長
の
選
挙
に
つ
い
て
＝
平
成　
２７

年
３
月　

日
付
け
で
委
員
長
の

３１

任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
伴

い
、
選
挙
を
行
い
、
鮎
川
志
津

子
委
員
長
が
選
出
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
の
議

席
に
つ
い
て
＝
委
員
長
の
選
出

に
伴
い
、
議
席
を
決
定
し
た
。

　

会
議
録
（
平
成　

年
第
１
回
臨

２７

時
会
ま
で
）
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
、

図
書
館
本
館
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
次
回
教
育
委
員
会
の
日
程

と
き
・
と
こ
ろ　

５
月　

日
２６

（
火
）
午
後
１
時　

分
、
市
役
所

３０

第
二
庁
舎
８
階　

会
議
室

８０１

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
会
議

室
で
傍
聴
券
を
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

　

請
願
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
☎　

儿　

儿
９
８
７

０４２

３８７

２
）

おおおおおおおおおお子子子子子子子子子子ささささささささささんんんんんんんんんんのののののののののの就就就就就就就就就就学学学学学学学学学学お子さんの就学ににににににににににに
心心心心心心心心心心配配配配配配配配配配事事事事事事事事事事ののののののののののああああああああああ心配事のあるるるるるるるるるるる
保保保保保保保保保保護護護護護護護護護護者者者者者者者者者者のののののののののの方方方方方方方方方方保護者の方へへへへへへへへへへへ
就就就就就就就就就就学学学学学学学学学学相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談就学相談ととととととととととと
説説説説説説説説説説明明明明明明明明明明会会会会会会会会会会説明会ををををををををををを
開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催ししししししししししまままままままままま開催しますすすすすすすすすすす

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
東
京
都
小
平
児
童
相
談
所

（
緊
急
時
）

　

☎　

儿　

儿
３
７
１
１
＝
月
曜
〜

０４２

４６７

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
４５

分
▽
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（
夜
間
・
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年

末
年
始
の
緊
急
時
）

　

☎　

儿
５
９
３
７
儿
２
３
３
０

０３
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個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情個人情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

コンピュータ処理コンピュータ処理のの
個人情個人情報報

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

コンピュータ処理の個人情報
共通項目＝氏名、住所、生年月日、性別

主な記録項目業務名

共通項目、世帯主氏名、続柄、本籍、住民異動年月日、前住所、住民
票コード、国保被保険者記号番号、国民年金記号番号、国籍、在留関
係項目など

住民記録業務

個人番号、印鑑登録番号、登録年月日、異動事由・異動年月日、印影、
印鑑証明発行停止理由・停止年月日、印鑑登録照会年月日など

印鑑登録証明業
務

課税年度、納税義務者および世帯員共通項目、口座振替関係、収入金額・
所得金額 、扶養関係、税額控除額、課税標準額、税額など

個人市・都民税
課税業務

（課税）所有者、口座振替関係、固定資産税額、都市計画税額、軽減
税額など
（土地）地目、地積、用途区分、路線評価関係、評価額、課税標準額
など
（家屋）種類、構造、床面積、建築年、評価額、軽減関係など

固定資産税課税
業務

（資格、賦課）共通項目、国保被保険者記号番号、特別徴収、普通徴収、
所得金額、税額、口座振替関係など
（給付）診療報酬関係、診療機関、決定点数、公費負担額、診療内容
など

国民健康保険業
務

国保被保険者記号番号、氏名または名称、住所または所在地、税目、
各税年税額、収入・未収入額、還付、督促・延滞金、口座振替関係な
ど

市税および国民
健康保険税収納
業務

入所児および保護者共通項目、入所年月日、保育料、保育園名、口座
振替関係など保育業務

氏名、住所、生年月日、登録番号、登録年月日、登録場所など図書館業務

〈個人情報をコンピュータ処理しているこのほかの業務〉
住民記録関連業務・戸籍業務・宛名管理業務・国民年金業務・後期高齢者医療業務・介護
保険業務・高齢者福祉業務・心身障害者支援業務・児童手当業務・児童扶養手当業務・児
童育成手当業務・乳幼児医療費助成業務・義務教育就学児医療費助成業務・ひとり親家庭
等医療費助成業務・特定健診業務・軽自動車税課税業務・選挙投票管理業務・私立幼稚園
等園児保護者補助金支給業務・就学援助業務・学齢簿業務・学童保育育成料業務・家屋評
価業務・排水管施設維持管理業務・生活保護業務・母子福祉資金貸付業務・飼い犬の登録
業務・学校納付金収納業務・小口融資あっせん業務・財務会計業務・文書管理業務・グル
ープウエア・住民基本台帳ネットワークシステム・公的個人認証・電子申請・電子調達・
公共施設予約・コンビニ交付サービスなど

　市では、行政の簡素・効率化およ
び市民の利便性向上のため、内部情
報ネットワークの整備やホームペー
ジの拡充を進め、ＩＴを活用したま
ちづくりに計画的・段階的に取り組
んでいます。
　現在、市民の皆さんからの申請や
届け出を通じて収集された個人情報
をコンピュータにより記録、処理し
ています。
　これらの個人情報の取り扱いは、
個人情報保護法、個人情報保護条
例、電子計算組織の管理運営に関す
る規則、電子情報資産の安全管理対
策に関する規程に基づき、プライバ
シーが侵害されることがないよう細
心の注意が払われています。
　情報の収集は必要最小限とし、業
務にかかわりのない者が関係情報に
接することはできません。
　また、市内部での個人情報の不正

使用を防止するため、操作履歴を記
録しており、ご自分の個人情報の利
用状況の開示請求が可能となってい
ます。
　平成２７年５月現在、個人情報をコ
ンピュータで処理している主な業務
と記録項目は右表のとおりです。詳
しくは、係までお問い合わせくださ
い。
問合先　情報システム課情報システ
ム係（☎０４２−３８７−９８２７）

ところ・問合先と　き相談名

広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２−３８７−９８１８）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）市 民 相 談

渇ところ＝市民相談室
渇予約が必要です。
渇法律相談、交通事故相談、外
国人相談は、５月１８日から、
直接または電話で受け付け。

　法律相談は各日とも６人
渇その他の相談は、相談日の当
日午前９時〜正午に、直接ま
たは電話で受け付け

渇広報秘書課広聴係（☎０４２−
３８７−９８１８）へ予約してくだ
さい。

６月１６日　June１６
午前１０時〜正午
１０：００am−１２：００am

 外  国  人  相  談 
がい こく じん そう だん

（English）

午前９時
〜正午

６月２・４・９・１１・
１６・１８・２３・２５・３０日法 律 相 談

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

６月１０・２４日税 務 相 談

６月１５日人 権 ・
身の上相談

６月３日建築・登記・
表示登記相談

６月１８日行 政 相 談

６月１７日相続等暮らしの
書類作成相談

６月９日交通事故相談

渇ところ＝市民相談室
渇企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）へ予約し
てください。

６月５・１２・１９・２６日
午後１時３０分〜４時３０分
※　保育あり（１歳以上の未就学
児。１か月前までに要事前申
込）

女性総合相談
（夫婦・家族・
人間関係）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２−３８７−９８３６）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）

母子（ひとり
親）・女性相談

教育相談所（本町６−５−３シ
ャトー小金井別館３階☎０４２−
３８４−２５０８）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後４時３０分教 育 相 談

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２−３８４−４９９９）

月曜〜金曜日
午前９時３０分〜午後４時
（正午〜午後１時を除く）

消費生活相談

労働相談情報センター国分寺事
務所（国分寺市南町３−２２−１０
☎０４２−３２１−６１１０）

月曜〜金曜日
午前９時〜午後５時労 働 相 談

６
月
の
相
談
日

ところ・問合先と　き相談名

渇小金井きた地域包括支援センター
（桜町１−９−５☎０４２−３８８−２４４０）

渇小金井みなみ地域包括支援センター
（前原町５−３−２４☎０４２−３８８−８４００）

渇小金井ひがし地域包括支援センター
（中町２−１５−２５☎０４２−３８６−６５１４）

渇小金井にし地域包括支援センター
（貫井北町２−５−５☎０４２−３８６−７３７３）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後５時３０分

高齢者介護
相 談

火曜日＝小金井ひがし地域
包括支援センター
第２木曜日＝小金井みなみ
地域包括支援センター
第４木曜日＝小金井きた地
域包括支援センター
いずれも午後１時３０分〜４
時３０分
※　電話で各地域包括支援
センターへ予約してくだ
さい。

高齢者向け
住宅改修相談

まちづくり推進課住宅係（市役所第二
庁舎５階☎０４２−３８７−９８６１）へ１週間
前までに予約してください。

第２木曜日
午後１時３０分〜４時３０分

木 造 住 宅
耐 震 相 談

シルバー人材センター（貫井北町１−
８−２１☎０４２−３８３−６１４１）

第１・２木曜日
午前１０時〜正午
（午前１０時までに来所の方）

シルバー人材
セ ン タ ー
入 会 相 談

ふれ愛センター（福祉会館１階☎０４２
−３８７−１２３４）

月曜〜金曜日
（第１・３火曜日を除く）
午前９時〜午後４時

福祉機器相談

福祉オンブズマン事務局（福祉会館２
階☎ ＝０４２−３８３−１２２５）へ予約して
ください。

FAX水曜日午後１時〜５時福祉サービス
苦情・相談

渇ボランティア・市民活動センター
（福祉会館２階相談室☎０４２−３８７−
００１１）
渇予約制（１日２組まで）

第２土曜日
午前１０時〜午後１時

ひきこもり
相 談
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　人権は、私たちが日常生活を送るうえで、欠くことのできない大切
なものです。
　今年は、国際連合（国連）の第三回総会で「世界人権宣言」が採択
されてから６７年目になります。
　人権は、平和な社会が確立され、一人ひとりの自由が保障された環
境ではぐくまれ、人々の心に芽生えるものです。
　市では、人権擁護委員の日を記念し、６月１日（月）の午前中、市
民の皆さんに人権の大切さをお知らせするため、市役所第二庁舎入口
付近で啓発活動を行います。
　この機会に、あなたも人権の重要性を考えてみてはいかがでしょう
か。
【人権・身の上特設相談】
　法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員（弁護士、教育関係者な
ど）が、人権に関する無料特別相談を実施します。
　家庭内のトラブル、夫婦間の問題、相続などに関する悩みごとなど、
お気軽にご相談ください。秘密は堅く守られます。
と　き　６月１日（月）午前９時〜正午
※　相談時間は１人おおむね１時間
ところ　市民相談室（市役所第二庁舎１階）
定　員　３人（申込順）
申　込　５月１８日〜２９日に、電話または直接、広報秘書課広聴係（市
役所第二庁舎１階☎０４２−３８７−９８１８）へ。

６月１日６月１日はは
人権擁護委員の日で人権擁護委員の日ですす

中学生人権
作文コンテスト

受賞作品
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　平成２６年度に行われた全国
中学生人権作文コンテスト東
京都大会で、市内の生徒が作
文委員会賞を受賞しました。
その作文をご紹介します。
（敬称略。学年は受賞当時の
もので、原則原文のとおりに
掲載しています）
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自
由
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
る

こ
と
、
し
っ
か
り
と
教
育
を
受
け

る
こ
と
、
病
気
に
な
っ
た
ら
ち
ゃ

ん
と
治
療
し
て
も
ら
う
こ
と
。

「
人
権
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

私
が
す
ぐ
に
思
い
つ
く
の
は
こ
の

よ
う
な
も
の
で
す
が
、
世
界
に
は

そ
ん
な
ふ
う
に
生
き
て
い
け
な
い

人
が
数
多
く
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
、
私
は
こ
の
夏
休
み
に
具
体

的
に
知
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
入
る
直
前
の
一
週

間
、
私
の
通
う
中
学
校
で
は
ユ
ニ

セ
フ
募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
翌
週
の
朝
礼
で
、
生
徒
会
か
ら

募
金
で
集
ま
っ
た
金
額
の
報
告

と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
全
校
生
徒

に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
合
計
金
額

は
五
万
円
以
上
で
し
た
。
そ
の
お

金
は
物
資
に
換
え
ら
れ
、
現
地
に

届
け
ら
れ
ま
す
。
生
徒
会
長 
曰 いわ

く
、
そ
れ
は
「
愛
の
サ
イ
ク
ル
」

り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
届
け
る
ぬ
い

ぐ
る
み
を
製
作
す
る
と
い
う
の
が

主
な
内
容
で
し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
七
十
年
代
の

内
乱
の
影
響
も
あ
り
、 
未 
だ
に
貧

い
ま

困
と
劣
悪
な
環
境
の
中
で
多
く
の

人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
特
に
幼

い
子
供
た
ち
の
健
康
や
命
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
は
医
師
が
三
千
人
ほ

ど
し
か
い
ま
せ
ん
。
割
合
に
す
る

と
、
一
万
人
に
約
二
・
七
人
し
か

い
ま
せ
ん
。
一
方
、
日
本
に
は
一

万
人
に
約
二
十
・
七
人
い
ま
す
。

 
又 
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
救
急
車
が

ま
たな

い
た
め
、
病
気
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
病
院
に
連
れ
て
行
く
か
ど

う
か
を
近
所
の
人
た
ち
と
相
談
し

て
決
め
ま
す
。
道
路
事
情
も
悪

く
、
雨
が
降
っ
た
翌
日
に
は
車
が

走
れ
な
く
な
り
、
病
院
に
連
れ
て

い
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
重
い
病
気
の
場
合
は
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
内
で
は
治
療
が
で
き
な
い

た
め
、
タ
イ
な
ど
の
近
隣
国
の
病

院
に
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
金
銭
問
題
や
交
通
事

情
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
あ
ま
り
現

実
的
で
は
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
で

す
。
そ
の
た
め
二
歳
に
な
っ
て
も

四
千
グ
ラ
ム
に
も
満
た
な
い
栄
養

失
調
児
が
多
い
の
も
現
実
で
す
。

こ
う
し
た
現
実
か
ら
、 
色  
 々
な
形

い
ろ 
い
ろ

で
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
支
援
と
い
っ
て
も
、
た
だ
物

や
お
金
を
直
接
届
け
る
の
で
は
な

く
、
現
地
の
人
々
が
自
分
で
知
識

を
蓄
え
、
自
分
た
ち
の
力
で
必
要

な
物
が
作
り
出
せ
る
よ
う
な
、
自

立
の
た
め
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
は
生
徒
会
長
が
言
っ
た
「
愛

の
サ
イ
ク
ル
」
に
は
二
つ
の
形
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
生

徒
会
長
の
言
う
よ
う
に
、
一
人
一

人
の
優
し
さ
で
あ
る
愛
が
広
が

り
、
世
界
が
良
く
な
る
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
誰
か
か
ら
教

え
ら
れ
た
、
生
き
る
上
で
必
要
な

知
識
や
技
術
を
他
の
人
に
も
伝
え

て
い
く
と
い
う
、
自
立
の
サ
イ
ク

ル
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
こ
の

報
告
会
に
行
っ
て
気
が
つ
き
ま
し

た
。
そ
の
時
に
作
っ
た
ぬ
い
ぐ
る

み
は
、
現
地
の
子
供
た
ち
が
健
康

診
断
を
受
け
る
際
、
待
ち
時
間
に

泣
い
て
い
る
子
を
あ
や
す
た
め
の

道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
私

た
ち
が
作
っ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
は

「
物
」
だ
け
ど
、
お
も
ち
ゃ
屋
で

百
円
の
お
も
ち
ゃ
を
百
個
買
い
与

え
る
の
と
は
全
く
意
味
が
違
う
と

思
い
ま
す
。
私
は
ぬ
い
ぐ
る
み
を

作
っ
て
い
る
時
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
泣
い
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
針
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。
私
の
作
っ
た
ぬ
い
ぐ

る
み
を
持
っ
て
、
一
人
で
も
多
く

の
赤
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
に
な
っ
て
く

れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
軍
手
で

作
っ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
一
つ
で
も
支

援
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
日
本
に
い
て
も
、

色
々
な
形
で
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
こ
の
よ
う
に
支

援
が
必
要
と
な
っ
た
背
景
に
は
、

内
乱
と
い
う
不
幸
な
歴
史
が
あ
っ

た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
命
が
大

切
に
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。

　

思
え
ば
、
日
本
で
も
格
差
が
広

が
っ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
関

わ
る
不
幸
な
出
来
事
が
連
日
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

支
援
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
日
本

も
不
安
定
な
状
況
に
あ
る
と
い
う

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
日
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

私
は
今
後
、
自
分
自
身
が
自
立

す
る
た
め
に
勉
学
に
は
げ
み
、
広

い
視
野
と
価
値
観
を
持
っ
て
、
自

分
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

保
護
者
が
私
に
言
っ
た
。

「
そ
ん
な
に
見
て
い
た
ら
、
あ
の

人
が
可
哀
相
じ
ゃ
な
い
の
。
こ
っ

ち
に
来
な
さ
い
。」

そ
の
時
、
ま
だ
四
、
五
歳
だ
っ
た

私
は
、
そ
の
意
味
が
よ
く
理
解
で

き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
言
わ
れ
る

が
ま
ま
、
私
は
そ
の
男
性
か
ら
目

を
そ
ら
し
た
。

　

私
は
そ
の
時
、
あ
の
男
性
を

「
可
哀
相
。」な
ど
と
は
全
く
思
っ

て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
指
の
動

き
が
面
白
く
て
、
見
つ
め
て
し
ま

っ
た
だ
け
だ
。
そ
の
時
、
耳
に
し

た
「
可
哀
相
。」
と
い
う
言
葉
は
、

今
で
も
私
の
心
に
深
く
残
っ
て
い

る
。

　

少
し
大
き
く
な
っ
た
小
学
生
。

私
は
た
だ
、
大
人
へ
の
絶
望
感
を

強
く
抱
い
て
い
た
。
大
人
に
な
っ

た
ら
、
「
可
哀
相
。」
と
い
う
言
葉

で
全
て
を
片
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
し
っ
か
り
正
面
か
ら

ぶ
つ
か
り
、
向
き
合
う
大
人
は
い

な
い
の
か
。
逃
げ
る
だ
け
で
、 
他 ほか

に
何
も
で
き
な
い
の
か
。

　

中
学
一
年
生
に
な
っ
た
。
勉
強

や
ら
部
活
や
ら
で
、
物
事
を
ゆ
っ

く
り
考
え
る
時
間
も
な
く
な
っ

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
私
は
駅

で
、
言
語
障
害
の
あ
る
女
性
と
遭

遇
し
た
。
そ
の
女
性
は
、
よ
く
意

味
が
分
か
ら
な
い
単
語
を
一
人
で

ず
っ
と
繰
り
返
し
、
し
ま
い
に

は
、
電
車
の
中
で
大
声
で
歌
い
出

し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
時
私

は
、
「
可
哀
相
。」
と
い
う
文
字
が

一
番
大
き
く
、
ハ
ッ
キ
リ
と
浮
か

ん
だ
の
で
あ
る
。
私
は
、
自
分
自

身
、
と
て
も
驚
い
て
い
た
。
数
年

前
ま
で
、
障
害
の
あ
る
人
を
見

て
、
「
可
哀
相
。」
な
ど
と
思
っ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
あ

の
時
確
か
に
、
私
の
頭
に
は
「
可

哀
相
。」と
い
う
言
葉
が
し
っ
か
り

刻
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の

女
性
か
ら
目
を
そ
ら
し
、
た
だ
い

つ
も
よ
り
十
倍
以
上
に
長
く
感
じ

る
電
車
に
揺
ら
れ
て
い
た
。
周
り

の
大
人 
達 
も
知
ら
ん
ぷ
り
。
ま
る

た
ち

で
何
も
聞
こ
え
て
い
な
い
か
の
よ

う
に
。
本
を
読
み
、
ケ
ー
タ
イ
を

い
じ
り
、
音
楽
を
聴
い
て
。

　

私
は
そ
の
時
、
な
ぜ
か
イ
ラ
イ

ラ
し
て
い
た
。
自
分
で
も
、
そ
の

時
の
心
情
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　

で
も
私
は
、
一
歩
前
進
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
以
前
の
私
は
、

自
分
の
周
り
に
障
害
を
持
っ
た
人

が
い
た
ら
、
必
ず
何
か
行
動
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

た
。
そ
れ
は
違
っ
た
の
だ
。
例
え

ば
、
あ
の
時
の
私
の
よ
う
に
、
電

車
の
中
で
大
声
で
歌
っ
て
い
る
人

に
会
っ
た
と
し
て
も
、
人
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
い
や
、

ど
う
も
し
な
い
方
が
良
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
「
静
か
に

し
て 
下 
さ
い
。」
な
ど
と
言
う
の

く
だ

も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
お
か
し
い
。

そ
の
人
が
気
持
ち
良
く
歌
っ
て
い

る
の
な
ら
、
そ
れ
は
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
す
る
の
が
、
一
番
良
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
、
私

な
り
の
考
え
が
ま
と
ま
っ
た
。
そ

れ
は
、
人
を
「
差
別
」
す
る
の
で

は
な
く
、
「
区
別
」
す
る
、
と
い

う
こ
と
だ
。

　

街
中
を
歩
い
て
い
れ
ば
、
誰
も

が
障
害
を
持
っ
た
人
に
、
一
度
は

会
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

の
時
に
、
「
区
別
」
を
す
る
の
だ
。

そ
の
人
の
た
め
に
、
何
か
行
動
し

な
け
れ
は
い
け
な
い
の
か
、
そ
れ

と
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の

か
、
と
。
例
え
ば
、
目
の
不
自
由

な
人
や
、
車 
椅  
子 
に
乗
っ
た
人
が

い 

す

困
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
行
動
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
、

電
車
の
中
で
大
声
で
歌
っ
て
い
た

り
、
一
人
で
話
し
て
い
る
人
が
い

て
も
、
私
達
が
何
か
す
る
必
要
は

な
い
。
私
は
、
自
分
な
り
に
そ
う

解
釈
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
学
ん
で
い
き

た
い
。
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
に

と
っ
て
、
私
達
の
行
動
は
ど
う
受

け
と
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ど
う
す

れ
ば
助
け
ら
れ
る
の
か
。

　

障
害
を
持
っ
て
い
る
人
の
気
持

ち
は
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
に

し
か
分
か
ら
な
い
。
で
も
私
は
、

 
諦 
め
ず
考
え
続
け
た
い
。
そ
し

あ
き
らて

、
今
す
べ
き
こ
と
は
何
か
を
、

正
確
に
判
断
で
き
る
大
人
に
な
り

た
い
と
心
か
ら
思
う
。

な
の
だ
と
言
い
ま
す
。
困
っ
て
い

る
人
が
誰
か
に
優
し
く
さ
れ
て
、

心
に
余
裕
が
で
き
て
、
そ
の
分 
誰 だれ

か
に
優
し
く
な
れ
る
。
そ
の
優
し

さ
が
巡
り
巡
っ
て
、
初
め
に
優
し

さ
を
与
え
た
人
の
元
に
返
っ
て
き

ま
す
。
こ
れ
が
「
愛
の
サ
イ
ク

ル
」
の
原
理
で
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
片
手
で
数
え

ら
れ
る
程
度
で
し
か
募
金
活
動
に

参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
の
ユ
ニ
セ
フ
募
金
で

も
、
一
切
お
金
を
投
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
ま
で
、
名
前
も
知
ら
な

い
誰
か
の
た
め
に
募
金
す
る
こ
と

は
損
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ

け
ど
、
今
回
の
生
徒
会
長
の
話
を

聞
い
て
、
今
後
は
誰
か
の
幸
せ
に

貢
献
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 
他 ほか

の
誰
か
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
結

局
は
、
自
分
自
身
が
幸
せ
に
な
る

近
道
な
の
か
も 
知 
れ
ま
せ
ん
。

し

　

私
は
夏
休
み
中
に
、
国
際
保
健

協
力
市
民
の
会
が
主
催
す
る
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
報
告

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
実
際
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
方
の
話
を
聞
い
た

　

私
は
い
つ
も
思
う
。
「
人
間

は
、
な
ん
て
無
力
な
ん
だ
。」
と
。

　

私
は
、
街
中
を
歩
い
て
い
る

時
、
目
の
不
自
由
な
人
や
、
言
語

に
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
と
す
れ

違
い
、
「
あ
の
人 
可  
哀  
相 
。」
そ
し

か 

わ
い 
そ
う

て
、
「
自
分
じ
ゃ
な
く
て
良
か
っ

た
。」と
思
う
。
こ
れ
は
私
の
正
直

な
気
持
ち
だ
。
否
定
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
こ
の 
様 
に
思
っ
て
い

よ
う

る
人
は
、
私
以
外
に
も
た
く
さ
ん

い
る
と
思
う
。

　

私
は
幼
い 
頃 
、
こ
ん
な
経
験
を

こ
ろ

し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
私
は
何

人
か
の
友
達
、
そ
し
て
何
人
か
の

保
護
者
で
公
園
に
い
た
。
そ
の

時
、
す
ぐ
隣
の
ベ
ン
チ
に
い
た
男

性
に
、
私
の
目
は 
釘  
付 
け
に
な
っ

く
ぎ 

づ

て
い
た
。
そ
の
男
性
は
、
面
白
い

指
の
動
き
を
し
て
い
て
、
ず
っ
と

同
じ
こ
と
を
、
一
人
で
繰
り
返
し

て
い
た
。
す
る
と
、
あ
る
一
人
の

愛
の
サ
イ
ク
ル

第
一
中
学
校
３
年
生

豊
田　

凛

行
動
か
、
そ
れ
と
も

見
て
見
ぬ
ふ
り
か

南
中
学
校
３
年
生　

吉
村　

瑞
季

人権イメージキャラクター
人KENあゆみちゃん 人KENまもる君
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　在日外国人等の高齢者および障がいの
ある方で、現在、年金制度上いずれの公
的年金も受給できない方を対象に、在日
外国人等高齢者・障害者福祉給付金を申
請月から支給します。
　該当する方は、申請をしてください。
対　象　次のすべての条件に該当する方
渇　昭和６１年３月３１日以前から日本に居
住している在日外国人等で、かつ、特
別永住者その他これに準ずると市長が
認めた方
渇　住民登録により、小金井市に住所を
定めた日から１年を経過している方
渇　公的年金の受給要件を年金制度上満
たすことができない方、または公的年
金額が月額１万円未満の方
渇　次の①〜③のいずれかに該当する方
①　大正１５年４月１日以前に生まれた
方
②　昭和３７年１月１日以前に生まれた
方のうち、昭和５７年１月１日以前に
中度以上の障がい者となった方また
は同日以降に中度以上の障がい者と

なったが、その初診日が同日前にあ
る方

③　昭和２２年１月１日以前に生まれた
方のうち、昭和５７年１月１日〜６１年
３月３１日に中度以上の障がい者とな
った方または昭和６１年４月１日以降
に中度以上の障がい者となったが、
その初診日が同日前にある方

渇　次の①・②のいずれにも該当しない
方
①　小金井市以外の地方公共団体また
は国から、同様の趣旨の手当等を受
けている方（給付金等の額が１万円
未満の方を除く）

②　生活保護法による生活扶助を受け
ている方

給付金額　１万円（月額）
※　ほかの手当等を受けている方は、そ
の差額を支給します。

申請方法　申請書（地域福祉課で配布）に
必要書類を添付し、申請してください。
問合先　地域福祉課地域福祉係（市役所
第二庁舎２階☎０４２−３８７−９９１５）

シルバー
人材センター

会員を募集中

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
就
業
を
希
望
す
る
原
則　
６０

歳
以
上
の
方
に
、
臨
時
的
・
短

期
的
な
就
業
の
機
会
を
提
供

し
、
高
齢
者
自
身
の
生
き
が
い

や
生
活
の
充
実
を
図
り
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
担
う

た
め
に
設
置
さ
れ
た
公
益
法
人

で
、
法
律
に
基
づ
き
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

全
国
の
約
８
割
を
超
え
る
地

域
で
、
約　

万
人
の
多
く
の
高

８０

齢
者
の
方
が
、
こ
の
事
業
に
参

加
し
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し

地
域
社
会
で
生
き
生
き
と
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
の
会
員
数
は
、
千

　

人
（
平
成　

年
４
月
１
日
現

１６２

２７

在
）
で
、
市
の　

歳
以
上
人
口

６０

に
占
め
る
会
員
の
割
合
は
３
・

８
％
で
す
。
都
平
均
の
２
・
３

％
を
大
き
く
上
回
り
、
人
口　
１０

万
人
以
上
の
都
市
で
は
、
東
京

都
で
上
位
の
入
会
率
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
の
受

託
事
業
収
入
は
４
億
９
千　

万
１００

円
に
達
し
ま
し
た
。

　

働
く
こ
と
が
適
度
な
運
動
と

な
り
、
健
康
の
維
持
や
介
護
予

防
の
効
果
も
高
め
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
地
域
の
た
め
に

生
き
生
き
と
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

【
会
員
の
就
業
に
よ
る
収
入
状

況
】

　

セ
ン
タ
ー
で
就
業
し
た
場
合

は
、
就
業
規
約
に
基
づ
い
て
配

分
金
（
報
酬
）
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
就
業
は
、
毎
月

一
定
の
額
を
保
証
す
る
（
雇
用

に
よ
る
給
料
）
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
配
分
金

の
収
入
に
よ
っ
て
年
金
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

セ
ン
タ
ー
で
就
業
し
た
会
員

の
年
間
平
均
配
分
金
は
お
お
よ

そ　

万
円
で
し
た
。

３５
【
対　

象
】

　

市
内
在
住
で
原
則　

歳
以
上

６０

の
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方

【
入
会
方
法
】

　

毎
月
第
１
・
２
木
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
に
開
催
す
る
入
会

説
明
会
に
参
加
し
、
第
３
木
曜

日
の
入
会
手
続
説
明
会
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
午

前　

時
ま
で
に
ご
来
所
く
だ
さ

１０
い
。

【
主
な
仕
事
例
】

 
問
合
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
貫
井
北
町
１
儿
８
儿　
２１

☎　

儿　

儿
６
１
４
１
）

０４２

３８３

駐輪場、集会施設、運動施設管理分野
広報配布、家事援助、子育て支援サービス分野
植木手入、ふすま・障子張替、出張ヘアカット、リビングサ
ポート（家庭内簡易修理、家具転倒防止金具取付、住宅用火
災警報器取付）

技能分野

除草、屋内・外清掃、植木の水やり一般作業分野
毛筆筆耕、事務補助事務分野
学習教室教師、各種講座講師、経理事務、パソコン指導、和
服・洋服リフォーム、着物着付、手工芸品作製技術分野

　

市
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
が
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
」
を
受
審
し
た
場
合
に
、

そ
の
受
審
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
と

は
、
東
京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価

推
進
機
構
が
認
証
し
た
評
価
機
関

が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る

も
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
は
、
（
公
財
）
東
京

都
福
祉
保
健
財
団
が
運
営
す
る

「
と
う
き
ょ
う
福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
（h

ttp
://w
w
w
.fu
ku
n
avi

.o
r.jp
/fu
ku
n
a
vi/

）
」
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
、
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
す
る
際
の
情
報
と
し

て
、
ま
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
が
事
業
改
善
の
た
め
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
所
が
あ
り
、
第

三
者
評
価
の
結
果
の
公
表
に
同
意

で
き
る
事
業
者

補
助
内
容　

左
表
の
と
お
り

申
請
方
法　

６
月　

日
ま
で
に
、

１７

所
定
の
申
請
書
（
地
域
福
祉
課
で

配
布
）
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
９
１
５
）

３８７

福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
受
審
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

補助の対象となる福祉サービスの種類および補助金額
補助金額福祉サービスの種類区分

１事業所につき、福祉サービス第
三者評価の受審費用総額の３分の
２（上限３０万円）

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、特定施設入居者生活
介護（有料老人ホーム・ケアハウス）、居宅介護支援、通
所介護（デイサービス）、短期入所生活介護（ショートス
テイ）、指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム、経
営支援事業対象外のみ）、介護老人保健施設

高
齢
系

１事業所につき、福祉サービス第
三者評価の受審費用総額（上限６０
万円）

小規模多機能型居宅介護（介護予防含む）、認知症対応型
共同生活介護（認知症高齢者グループホーム）（※）、定
期巡回・随時対応型訪問介護、複合型サービス

１事業所につき、福祉サービス第
三者評価の受審費用総額の３分の
２（上限３０万円）

居宅介護、短期入所、障害児通所支援
障
害
系

認可保育所
子
ど
も

家
庭
系

１事業所につき、福祉サービス第
三者評価の受審費用総額（上限６０
万円）

認証保育所Ａ型・Ｂ型

※　東京都が定める自己評価および外部評価の実施方針により、原則毎年受審すべきとされていたもの
が、２年に１回とすることができるケースがあります。

　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方
に

寄
り
添
う
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。
介
護
者
の
孤
立
問

題
や
傾
聴
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と　

き　

６
月
４
日
～　

日
の
毎

２５

週
木
曜
日
午
前　

時　

分
～
午
後

１０

３０

３
時
（
６
月
４
日
は
午
前　

時
～

１０

正
午
。
全
４
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

講　

師　

島
村
八
重
子
さ
ん
（
全

国
マ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
）
、
小
谷
津
光
子
さ
ん

（
臨
床
心
理
士
）
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　

２
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
・
茶
菓
代
）

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
電

１８

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

  
 
 
 
 
 
 
 
  
 

.   

p
lala.o

r.jp

 
      
    

）
へ
。

  　

認
知
症
の
方
の
食
事
や
お
ふ
ろ

な
ど
の
介
護
で
拒
否
さ
れ
た
り
、

う
ま
く
い
か
な
い
場
合
の
声
か
け

方
法
な
ど
、
認
知
症
を
基
礎
知
識

認
知
症
の
方
へ
の

介
護
の
方
法
に
つ
い
て

考
え
る
集
い

か
ら
学
び
ま
す
。

と　

き　

６
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８８

０
１
１
）
へ
。

 　

認
知
症
の
方
へ
の
関
わ
り
方
の

ヒ
ン
ト
を
、
施
設
で
の
介
護
実
践

を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
が
必
要
な
方
が
い

て
、
参
加
が
難
し
い
方
は
ご
相
談

ま
な
ぶ
・
語
る
・
つ
な
が
る

家
族
の
会

く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
。
介
護

１５

者
を
優
先
）

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
同
セ

１５

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
６
５
１
４
）

０４２

３８６

へ
。

  　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
市
内
に
避
難
し

東
日
本
大
震
災
被
災
児
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

て
い
る
中
学
生
以
下
の
児
童
に
対

し
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

要
件
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
５
）

０４２

３８６

 
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
３
月
分　
　
　
　

【
一
般
寄
附
】

▽
３
万
円
＝
小
金
井
市
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
連
盟　

▽
２
万
５
千
円
＝

翁
味
会　

▽
５
千
円
＝
多
摩
友
の

会　

▽
５
千
円
＝
匿
名

【
特
定
寄
附
】

◆
交
通
災
害
等
遺
児
の
た
め
に

▽　

円
＝
美
容
健
康
婦
人
の
会

６６９
◆
バ
ス
購
入
の
た
め
に

▽
８
千　

円
＝
小
金
井
三
宅
島
友

１９２

好
協
会　

▽
４
千　

円
＝
小
金
井

２５４

史
談
会 善善

意意
のの

輪輪

市
民
講
座

介
護
者
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座

在日外国人等高齢者・障害者福在日外国人等高齢者・障害者福祉祉
給付金を支給しま給付金を支給しますす



27・5・159

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

対　象と　き健康診査名
平成２７年２月
生まれの乳児
と母親

６／４（木）３〜４か月児・
産婦健康診査 　／１８（木）

平成２５年１１月
生まれの幼児

６／２（火）１歳６か月児
健康診査 　／１６（火）

平成２４年５月
生まれの幼児

６／１０（水）３歳児
健康診査 　／２４（水）

 　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

６
月
の
乳
幼
児
・

産
婦
健
康
診
査

   問合先　健康課害害各種事業案内 各種事業案内 害害
内　容ところと　き

▷身体測定、育児および保健・栄
養相談
▷身体測定のみも可。気軽に直接
会場へお越しください。

公民館貫
井南分館６月３日（水）１３：３０〜１５：３０

乳幼児健康相談
（のびのび広場
相談）

婦人会館６月９日（火）１３：３０〜１５：３０

公民館東
分館６月１７日（水）１３：３０〜１５：３０

福祉会館６月２３日（火）１３：３０〜１５：３０

▷身体測定、育児および保健相談
▷助産師の日は母乳相談（妊婦含
む）
▷身体測定のみも可　▷相談は要
予約

保健セン
ター

▷助産師＝６月１１日（木）、２５日（木）
▷保健師＝６月４日（木）、１８日（木）
いずれも９：３０〜１１：３０

▷要予約（当日
も可）［担当医］荒〃６月２３日（火）１３：３０〜１４：３０歯科健康相談

（歯科医師）

▷血圧測定、健
康相談など
▷医師との相談
は１３：３０〜１４：
４５（要予約）

［担当医］竹田
（腎臓内科）、
中野（婦人科）

福祉会館
５階６月１２日（金）１３：３０〜１５：３０

成人健康相談
（医師・保健師） ［担当医］友利

（代謝内科）、小
松（消化器乳腺
外科）

公民館東
分館６月２６日（金）１３：３０〜１５：３０

▷食生活で気になることや食事療
法、離乳食など
▷要予約　▷別の日程を希望の方
は、ご相談ください。

保健セン
ター６月１９日（金）１３：３０〜１５：３０栄養相談

（管理栄養士）

※　保健師・管理栄養士・歯科衛生士による電話相談は随時受け付けます。

携帯電話・パソコンから登録

「乳幼児食育メール」登録手順

市ホームページのリンク
から登録
（クイックインデックス
の「出産・育児・健康」
から栄養指導・食育事業
→乳幼児食育メール配信
で登録してください）

登録した携帯電話または
パソコンに登録完了のメ
ール配信

届いたメールにあるＵＲＬ
へアクセス

携帯電話のバーコード
リーダー機能を使い、
下記ＱＲコードを読み
取り

下記メールアドレス
を携帯電話メールの
送信先に入力

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

kenkoh@req.jp

新規登録ページ

空メール送信

　

お
子
さ
ん
の
年
齢
に
合
わ
せ
た

食
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
食
コ
ラ

ム
、
食
育
関
連
事
業
の
案
内
等
を

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
毎
月
１

回
、
無
料
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
を
希
望
す
る
方
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
で
き
る
携
帯

電
話
、
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
登
録
で

き
ま
す
。
（
左
図
）

　

ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

対　

象　

０
～
５
歳
の
乳
幼
児
の

保
護
者

配
信
方
法　

登
録
し
た
お
子
さ
ん

の
生
年
月
日
に
よ
り
、
０
～
１

歳
、
２
～
３
歳
、
４
～
５
歳
の
３

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ

に
適
し
た
内
容
の
メ
ー
ル
を
毎
月

　

日
に
配
信
し
ま
す
。

１９
　

な
お
、
６
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

た
時
点
で
配
信
は
自
動
的
に
停
止

し
ま
す
。

そ
の
他　

通
信
料
は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

〈
悪
質
な
メ
ー
ル
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
〉

　

自
治
体
名
を
か
た
っ
て
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
せ
る
等
の
悪

質
な
メ
ー
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
個
別
に
「
乳
幼
児
食

育
メ
ー
ル
」
登
録
案
内
メ
ー
ル
を

配
信
す
る
こ
と
は
、
一
切
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳
幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配
信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
しししししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

乳
幼
児
食
育
メ
ー
ル

乳
幼
児
食
育
メ
ー
ル
をを

配
信
し
て
い
ま

配
信
し
て
い
ま
すす

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
食

２０

育
推
進
計
画
の
も
と
、
食
育
に
関

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
食
育
行
事
は
、
キ
ッ

ズ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｅ

Ｉ
２
０
１
５
に
て
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と　

き　

５
月　

日
（
日
）
午
前

３１

　

時
～
午
後
４
時

１１と
こ
ろ　

東
京
学
芸
大
学
芸
術
館

（
貫
井
北
町
４
儿
１
儿
１
）

イ
ベ
ン
ト

▽　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＝
お
子
さ

ん
を
対
象
と
し
、
野
菜
に
関
す

る
ク
イ
ズ
、
食
育
に
関
す
る
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
に
は
景
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。

▽　

お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
＝
野
菜

を
使
っ
た
ス
タ
ン
プ
体
験

問
合
先　

健
康
課

 　

女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視
診
・
触
診
の

併
用
検
査
で
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
木
）
～　

２３

２９

日
（
水
）午
前
９
時
～　

時　

分
、

１１

３０

午
後
１
時
～
３
時　

分
（　

日
を

３０

２６

除
く
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２８

３１

在　

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

４０

２６

年
４
月
以
降
に
市
の
乳
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
方
。
な
お
、

次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

▽
現
在
授
乳
中
、
妊
娠
中
、
断

乳
が
ん
検
診

乳
後
６
か
月
以
内
の
方　

▽
乳
房

疾
患
で
治
療
中
、
経
過
観
察
中
、

手
術
後
の
方　

▽
ま
っ
す
ぐ
に
立

つ
こ
と
が
難
し
い
方　

▽
心
臓
に

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
方　

▽
豊
胸
手
術
を
し
た
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３００

費　

用　

２
千
円
（
受
診
時
納

入
）

※　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

▽
検
診
時
間
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
▽
希
望
が
集
中
し

た
場
合
、
別
の
検
診
日
を
ご
案
内

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申　

込　

５
月　

日
（
必
着
）
ま

２６

で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
保
健
セ
ン
タ
ー
乳
が
ん
検
診
希

望
」・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

受
診
希
望
日
（
３
つ
ま
で
。
午

前
・
午
後
の
希
望
）
を
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このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●さくら連－阿波おどり体験教室　５月
１７日（日）、６月２１日（日）午後２時～
３時／本町小学校多目的室／３歳以上の
子どもと保護者／無料／当日までに電
話、ファクスまたは小金井さくら連ホー
ムページの申し込みフォーム（http://sa
kura.daa.jp/）で。／同連・三井（☎ 
＝０４２－３８６－３９４１）
●みんなで歌おう青春歌の広場　５月１８
日（月）午後２時～４時／小金井　宮地
楽器ホール大ホール／ピアノ伴奏で日本
の抒情歌や世界の愛唱歌を歌います。／
伴奏＝清水智子／６００円／当日直接会場
へ。／杉本（☎０８０－１３２３－９９４０）
●地場産農産物販売　５月１８日～７月３１
日の毎週月曜・水曜・金曜日午後３時～
７時（６月３日、７月２０日を除く）／ＪR
東小金井駅商工会ギャラリー（ｎｏｎｏｗ
ａ東小金井内）／ＪＡが販売を行う地場産
農産物直売所が期間限定でオープンしま
す。／ＪＡ東京むさし小金井ファーマー
ズ・マーケット（☎０４２－３８５－３２８１）
●「遺言と相続」無料セミナー　５月２２
日（金）午前９時３０分～１１時４０分／小金井
宮地楽器ホール練習室２・３／争族の怖
い話、遺言書がある場合の相続手続、遺
産分割協議の実際など経験豊富な行政書
士が分かりやすくお話します。／３０人
（申込順）／無料／５月１５日～２０日に、
電話またはＥメールで遺言と相続をサポ
ートする行政書士の会・千葉（☎０４２－
３０１－００６４死info@hakenomichi.com）へ。
●フォトクラブ小金井春季写真展　５月
２３日（土）～２８日（木）午前９時～午後
５時（２３日は午後１時から、２８日は午後
３時まで）／ふれ愛ギャラリー（福祉会
館１階）／会員と講師の写真作品４２点を
展示。会員募集中／フォトクラブ小金
井・吉田（☎０４２－３８４－６９６１）
●バラを愛でる会　５月２３日（土）午前１０
時～正午（雨天＝２４日）／中村家バラ園
（貫井北町３－３１－１３、中大循環バス「中
大付属高校前」下車徒歩２分）／丹精込
めて育てているバラを楽しみます。／主
催＝オープンガーデンを愛でる会／当日
直接会場へ。／小金井ボランティア・市
民活動センター（☎０４２－３８７－００１１）
●難病患者がひとりで悩まないために　
５月２３日（土）午後１時３０分～３時３０分
／福祉会館２階集会室Ａ・Ｂ／同じ病を
持つ人の交流会／無料／当日直接会場
へ。／小金井市難病者の医療と福祉を考
える会・杉田（☎０４２－３８３－２０２４）
●こがねい女性ネットワーク総会　５月
２３日（土）。定期総会＝午後２時から、
交流会＝３時から／公民館本館視聴覚室
／会員以外の参加も可／当日直接会場
へ。／こがねい女性ネットワーク・瀬上
（☎０４２－３０１－８９７７）
●手づくりワンディショップ　５月２４日
（日）午前１０時～午後４時／キュアファ
ミリー駐車場（本町１－１１－５）／キュ
アファミリー利用者の方が手づくりで製
作した小物、手織物等の販売。売上金の
１０％を社会福祉協議会に寄附／特定非営
利活動法人キュアファミリー・平野（☎
０４２－３８４－６５１２）
●小金井新舞踊連盟大会　５月２４日（日）
午前１１時開演（１０時３０分開場）／小金井
宮地楽器ホール大ホール／各流派舞踏発

FAX

表会（１６団体６５曲）／無料／当日直接会
場へ。／市新舞踊連盟・磯野（☎０９０－
５３９５－６９０８）
●第７４回はけの森調査会・ゴマダラチ
ョウをさがそう！　５月３１日（日）午前
９時３０分都立野川公園入口（二枚橋）集
合～正午同公園内わき水広場解散（雨天
中止）／野川のまわりは緑いっぱい、ち
ょうやいろいろな生きものを観察／１００
円（保険代等）／水筒、帽子、観察用具
（虫・魚網、虫入れ等）持参／当日直接
集合場所へ。／はけの森調査隊・大橋
（☎０４２－３８３－０２７２）
●ユニセフチャリティーバザー　５月３１
日（日）午前１０時～午後２時３０分／市民
会館・萌え木ホールＡ・Ｂ会議室／ユニ
セフＰＲ、日用雑貨・食料品・野菜・せ
ともの・衣類の販売、コーヒーコーナー
／小金井・国分寺ユニセフ一食運動をす
すめる会・藤田（☎０９０－８７２９－６８２７）
●キッズ・カーニバルＫＯＧＡＮＥＩ
２０１５　５月３１日（日）午前１０時～午
後３時／東京学芸大学内芸術館ほか／今
年で８回目の開催です。親子で楽しめる
ステージや関係団体による子育て関連情
報を発信するブースを出展します。／小
学校３年生以下の子どもとその家族／入
場無料（一部有料ブースあり）／小金井
青年会議所・磯辺（☎０９０－２３１７－６０７７）
●高次脳機能障害者小金井友の会講演会
５月３１日（日）午後１時４５分～３時３０分／
公民館貫井北分館／病院の上手なかかり
方－医療・介護・行政など専門家を有効
に活用しましょう／講師は安仁屋衣子さ
ん（メディカルソーシャルワーカー）／
１,０００円（会員無料。当日入会無料）／５月
２８日までに、電話またはファクスでいち
ごえ会・増村（☎ ＝０４２－４０１－００５１）へ。
●歌謡名曲かふぇ　６月５日（金）午後
２時～４時／公民館貫井北分館／大正・
昭和の懐かしい歌謡曲を一緒に歌いまし
ょう／演奏＝マツオカ利休（アコーディ
オン）、清水智子（ピアノ）／５２人（当
日先着順）／１,０００円（コーヒー付き）／
加也コラボ・杉本（☎０８０－１３２３－９９４０）
●東京多摩いのちの電話３０周年記念講
演会－いのちに寄り添う言葉　６月６日
（土）午後２時～４時／府中グリーンプ
ラザけやきホール（府中市府中町１－１
－１）／講師は柳田邦男さん（作家）／
４９４人／５００円／保育（要事前申込）、手
話通訳あり／申し込みは、東京多摩いの
ちの電話事務局（☎０４２－３２８－３３６８＝月
曜～金曜日午前１０時～午後５時）へ。
●小金井コミュニティ講座「水彩画教室」
６月８日（月）、２２日（月）午前１０時～正午
／タカギビル３０３（本町６丁目）／２,０００円
（１回）／このほか、肩こり解消リラック
スヨガ、初心者のためのデッサン教室、
ヴォイストレーニング、未病のススメな
ど。詳細はブログ（http://ameblo.jp/k-
kouza/）で。／受講希望日の前日までに、
同講座事務局・佐藤（☎０９０－６０１４－３５６６
死k.com.kouza@gmail.com）へ。
●宮下要第１２回ヴァイオリンリサイタ
ル　６月１３日（土）午後７時開演／小金
井　宮地楽器ホール小ホール／１５０席／
２,０００円（全自由席）／休憩時に飲み物あ
り／懐かしの映画音楽、ロミオとジュリ
エット、チャップリンのライムライト、
世界の民謡、タンゴ、ラ・クンパルシー
ターほか／申し込みは、たのしっくの
会・宮下（☎０４２－３０１－９８８１）へ。

FAX

掲載を希望する方は、広報秘書課（☎042ｰ387ｰ9803FAX042ｰ387ｰ
1224）へ。紙面に余裕のあるときに掲載しますので、載らない場
合があります。また、掲載の可否についての連絡はしません。
（締切は、１日号＝前月４日、15日号＝前月19日。４日・19日が
土曜・日曜日の場合はその前の金曜日、祝日の場合は前日）

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

 

●少林柔術拳法護身術教室　５月２３日～
６月１３日の毎週土曜日午後７時～８時１５
分（全４回）／本町小学校体育館／市内
在住・在勤・在学の方／２０人（申込順）
／無料／運動のできる服装で／５月１５日
～６月１３日に電話で市少林寺拳法連盟・
宮田（☎０８０－５０１３－６７２３）へ。
●第４０回体育協会法人化記念レディー
ススイミングフェスティバル　５月３１日
（日）午前９時１０分～正午／総合体育館
プール／レクリエーション、自由遊泳、
浮き輪の持参も可。／市内在住・在勤の
女性と小学生（４年生以下は保護者同
伴）／無料／市水泳協会／水泳道具一式
持参。詳細は、総合体育館で配布する要
項で。／当日午前１０時までに直接会場
へ。／体育協会（☎０４２－３８４－４００１）
●虹マス釣り大会　６月７日（日）午前
８時リサイクルセンター集合（雨天実
施）／秋川国際マス釣場（貸切バス使用）
／３０人（申込順）／一般５,０００円、中・高
校生および女性４,０００円、小学生以下
２,０００円（保護者同伴）、えさ代含む。
貸しざおあり。／締切後のキャンセルは
有料／５月１５日～２８日に、電話で市釣友
会連盟・渡辺（☎０４２－３０１－６０５１）へ。
●テニス・ダブルス大会　男子一般・壮
年（５０歳以上）＝６月２１日（日）、女子＝

６月２８日（日）、予備日＝７月１２日いずれ
も午前８時４５分から受け付け／市テニス
コート場／市内在住・在勤・在学の方、
連盟員／１,０００円（高校生以下７００円）／
６月６日、７日午前１０時～正午に、直接
市テニスコート場クラブハウスへ。／市
テニス連盟・森岡（☎０８０－３１０５－５７３１）
●法人化記念テニス大会　６月２３日
（火）。予備日＝６月３０日／市テニスコ
ート場／女子ダブルス／市内在住・在
勤・在学の方、連盟員／参加費無料（た
だしテニスボール参加者負担。ボール指
定あり）／６月９日（火）午前１１時～午
後１時に、直接市テニスコート場クラブ
ハウスへ。／市テニス連盟・森岡（☎
０８０－３１０５－５７３１）
●アプトの道ハイキングと富岡製糸場　
６月２６日（金）午前６時３０分市役所本庁舎
前集合～午後７時同所解散（雨天実施）／
緑輝く碓氷峠鉄道の路と世界遺産を巡
る。／１０人（多数抽選）／７,５００円／バス
使用。歩程約３時間／５月２５日（必着）ま
でに、往復はがきまたはファクスで住
所・氏名・年齢・電話番号を黄金井倶楽
部「Ｗ係」（〒１８４－０００５桜町２－２－３１
☎０４２－４０６－２２８０ ０４２－４０６－２２９０）へ。
●夏季バレーボール大会　７月１２日（日）
午前９時～午後６時／総合体育館／一般
男女、家庭婦人対象／１チーム４,５００円
／５月３１日までに、電話で市バレーボー
ル連盟・武村（☎０９０－３９６０－３１９３）へ。

FAX

 

■火気使用にご注意ください　イベント
等で火気（ガスコンロ・炭火等）を使用
する場合は、消防署への届け出と消火器
の設置が必要です。事前にご相談くださ
い。／小金井消防署（☎０４２－３８４－０１１９）
■就職に役立つ！無料パソコン講座　た

ちかわ若者サポートステーションでは、
１５～３９歳の在学・就労していない求職中
の方を対象に、パソコン講座を実施中。
受講するには月に３回実施する説明会へ
の参加と利用登録が必要です。詳細は、
ホームページ（http://www.sodateage. 
net/yss/tachikawa/）で。／同ステーシ
ョン（☎０４２－５２９－３３７８）

●第４回小金井つるかめ健康セミナー　
５月１６日（土）午後６時１５分開演（６時受
付開始）／小金井　宮地楽器ホール小ホ
ール／聖マリアンナ医科大学・首藤昭彦
先生に乳がんについてお話していただき
ます。／無料／申し込みは、小金井つる

かめクリニック（☎０４２－３８６－３７５７）へ。
●リサイクル・ガーデンバザー　５月２１
（木）午前１０時～午後２時（雨天＝２８日）
／貫井けやき広場（貫井南町４－１４）／
衣類、雑貨、子供用品など／森（☎０４２－
２０７－５１６９＝午前９時～正午）

 

◆囲碁・碁友会　原則毎週月曜・火曜・
木曜・土曜・日曜日の午後、前原町西之
台会館で。自由対局、指導碁、年４回の
大会あり。高齢者、初心者歓迎。連絡は
中山（☎０４２－３８８－３７８０）へ。
◆初歩からのペン字サークル　原則月２
回月曜日午前９時３０分～１１時３０分、東小
金井駅開設記念会館・マロンホールで。
美しい字を基本から学びます。初心者歓
迎。連絡は荒井（☎０４２－３８３－５４７２）へ。
◆謡曲（観世流）・小金井いずみ会　原
則月３回月曜日午後７時～９時、公民館
本町分館で。講師は津村禮次郎さん。初
心者歓迎。見学自由。連絡は向山（☎
０４２－３８８－５１６１）へ。
◆陳氏太極拳・黄金井クラブ　原則毎週
金曜日午後１時３０分から前原暫定集会施
設で。伝統太極拳を学んでみませんか。

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

初心者歓迎。連絡は篠崎（☎０９０－１８１４
－４１０６）へ。
◆スイング・テニスクラブ　原則毎週火
曜日午前９時～１１時、都立野川公園テニ
スコートで。シニアを中心にゲームを楽
しんでいます。連絡は足立（☎０９０－
６５０６－９７０１）へ。
◆小金井シニアテニスクラブ　原則月
曜・木曜日午後１時～３時、市テニスコ
ート場で。元気なシニアでゲームを楽し
みましょう。連絡は片山（☎０４２－３８４－
０９９３）へ。
◆初級英語楽習サークル　原則土曜日午
前１０時２０分～１１時５０分、公民館東分館
で。日本人講師で基礎を固め、カナダ人
講師との会話を楽しみます。連絡は井土
（☎０４２－３１８－９２７２）へ。
◆ひまわり歌謡サークル　原則第１・
２・３金曜日午後６時３０分から公民館本
町分館で。シャンソン中心にほかにも練
習。講師は藤井博司さん。連絡は赤井
（☎０４２－３８４－２９８４）へ。
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第24回 緑センターまつり

内　容と　き

展示（絵画、木版画、陶芸、紙人形、折り紙、押し花、俳句、
川柳、写真、絵手紙、七宝焼、生け花、パッチワーク）１３：００～１７：００５／２９（金）

展示（２９日と同内容）９：００～１７：００

　／３０（土）

開会式、オープニングセレモニー（和太鼓演奏）９：３０～
お茶席（３００円）、喫茶席、バザー（朝取り野菜、ケーキ、ク
ッキー）１０：００～

リサイクル図書無料配布１０：３０～
出演発表（和太鼓演奏、尺八・筝合奏、ハーモニカ演奏、カ
ラオケ・舞踊等、コーラス、カラオケ発表会・全員合唱）１１：５０～１６：３０

展示（２９日と同内容）９：００～１６：００

　／３１（日）

バザー（パウンドケーキ、くんせい、ハーブティー、陶器、
日用品等）１０：００～

リサイクル図書無料配布１０：３０～
喫茶席１１：００～１６：００
出演発表（ダンスパーティー、フラダンス発表、語り・朗読、
オカリナ演奏、全員合唱）１２：４０～１５：４０

５月29日（金）〜31日（日）

%
%

%
%
%
%
%
%

　子どもたちを取り巻く「今」を見
つめ、子どもたちの声を聞き、子ど
もたちと歩む私たちにできることを
語り合います。
とき・テーマ・講師　下表のとおり
ところ　公民館本館ほか

対　象　市内在住・在勤・在学の方
定　員　各回６０人（申込順）
その他　保育あり（要事前申込）
申　込　５月１８日から、電話、ファ
クスまたは直接、公民館本館（☎０４２
－３８３－１１８４ ０４２－３８７－１２２６）へ。FAX

講　師テーマと　き

柿田雅子さん（実践女子大学
非常勤講師）

泣いたときはどうするの？−
自主性・主体性とわがままの
違い

６／５（金）

筒井潤子さん（都留文科大学
准教授）

スクールカウンセラーが受け
たＳＯＳ−不登校、発達障害
等について

　／１１（木）

金子由美子さん（中学校養護
教諭）保健室から見える子どもたち　／２１（日）

市子ども家庭支援センター
長、市教育相談所相談員

困ったらどこへ行くの？−市
の子ども相談窓口について　／２５（木）

綿貫公平さん（なくそう子ど
もの貧困全国ネットワーク世
話人）

子どもの貧困−その実態と対
応７／２（木）

圓谷雪絵さん、南雲勇多さん
（いずれも子どもの権利条例
ネットワーク事務局員）

子どものときに権利を知った
子どもたち−大人になってど
う思う？

　／１０（金）

※　時間はいずれも午前１０時～正午（７月１０日は午後０時３０分まで）

子どものSOSを受けとめて
子どもの人権講座

%
%

%
%
%
%

とき・内容　下表のとおり
【記念イベント・アコースティックデュオ
「ふたば」ライブ】

と　き　５月３１日（日）午前１０時〜正午
定　員　１００人（当日先着順）

その他　ライブ中に「ふたばに質問」のコ
ーナーを設けます。質問のある方は、Ｅメ
ールで、公民館緑分館へお寄せください。
問合先　公民館緑分館（☎０４２－３８７－７３０１
死k020499@koganei-shi.jp）

　さわやかな清里高原の自然の中で、友だちを作
り、自然観察と野菜収穫（じゃがいも掘り）等を体
験します。
と　き　７月４日（土）〜５日（日）の１泊２日（往
復観光バス使用）
ところ　清里山荘
指　導　森林インストラクター東京会小金井支部
対　象　市内在住の小学校３年生〜中学生
定　員　４０人（多数抽選）
参加費　４,０００円（食事・保険代ほか）
申　込　６月５日（必着）までに、往復はがき（１
人１通）に住所・本人および保護者の氏名（ふりが
な）・学校名・学年・性別・生年月日・保護者携帯
番号を明記し、清里山荘「自然体験担当」（〒４０７
－０３０１山梨県北杜市高根町清里字念場原３５４５－１☎
０５５１－４８－４６４９）へ。

清里山荘自然体験教室
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５
月　

日
（
土
）
か
ら

３０

で
す
。
▽
未
就
学
児
の
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

申　

込　

５
月　

日
～　

日
（
必

１８

２２

着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
公
演

名
・
希
望
席
種
・
希
望
枚
数
（
１

人
２
枚
ま
で
）・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
（
市

内
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務
先
名

ま
た
は
学
校
名
）
を
明
記
し
、
小

金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
「
市
内

先
行
チ
ケ
ッ
ト
係
」
（
〒　

儿
０

１８４

０
０
４
本
町
６
儿　

儿　

☎　

儿

１４

４５

０４２

　

儿
８
０
９
９
）
へ
。

３８０
 

と　

き　

６
月
３
日
（
水
）
午
後

４
時
～
６
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ｃ
・
Ｄ
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
～　

歳
程
度
の
方

２５

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
貫
井
北
分
館

（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）
へ
。

０４２

３８５

「
若
者
に
よ
る
自
主
講
座
」

準
備
会

１
時
開
演

出　

演　

古
今
亭
志
ん
輔
、
瀧
川

鯉
昇
、
立
川
志
ら
く
、
三
遊
亭
王

楽チ
ケ
ッ
ト
料
金　

一
般
３
千　
５００

円
、
学
生
２
千
円

 
〈FO

C
U

  
 
 

S  
　

こ
が
ね
い 

滝
千
春　

ヴ
ァ
イ
オ
リ 

ン
・
リ
サ
イ
タ
ル
〉

　

小
金
井
で
育
ち
、
ベ
ル
リ
ン
に

留
学
中
の
、
日
本
音
楽
界
期
待
の

若
手
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
よ
る

リ
サ
イ
タ
ル
で
す
。

 

CIchiro Sakai
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５
月　

日（
日
）

１７

５
月　

日（
日
）

２４

５
月　

日（
日
）

３１

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

上水公園入口友
利
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内

本町3―10―13
フジビル1F
☎042―385―7101

本町四丁目

北大通り
本町2丁目交差点

北口
武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

内

本町1―15―9
☎042―382―9111

農工大通り

マンション

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

和
田
ク
リ
ニッ
ク

外
消
内

本町1―6―2
メゾン・ド小金井112
☎042―381―1112

至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口

連雀通り

福祉
会館

千
賀
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
泌

本町1―18―10
小金井本町ビル4F
☎042―380―5611

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

科
内
器
吸
呼
い
ね
が
こ
新
呼
ア
内
小

東町4―8―13 登川ビル１階
☎042―380―9080

交番

東小

線
川
摩
多
武
西

金
小
新

駅
井

農工大通り お
ざ
き
歯
科
医
院 本町5―19―3

大沢ビル3F
☎042―386―5528

北口
武蔵小金井駅

西
友

小
金
井
街
道

え
ん
ど
う
小
児
科

小

梶野町4―2―32
MAC東小金井コート103
☎0422―56―7211

北大通り
三小

梶野町
交差点
交番北口

東小金井駅

〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

ス
ト
ア

南口
東小金井駅

内
消
肛
外

東町4―16―21
☎042―388―4976

田
中
整
形
外
科

整
リ 

ハ
リ 

ウ

農工大通り
至東小金井駅南口

農協支店

連雀通り
交
番

新
小
金
井
駅 西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線 本町5―10―17

高杉ビル1F
☎042―380―8087

西
野
耳
鼻
咽
喉
科
耳
ア

印章店

北口

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

岡
山
小
児
科
医
院

小

貫井北町5―28―16
☎042―324―4792

学芸大

至国分寺
保健
センター

コンビニエ
ンスストア

変電所
学芸大正門前

中央本線

服
部
歯
科
医
院

東町4―27―10
☎042―385―8148

公園

ス
ト
ア

米
店

グラウンド

南口
東小金井駅

梶野町4―5―7
☎042―383―2078

久 

滋 

医 

院

内
小

梶野町交差点

北大通り
三小

北口
東小金井駅

地蔵通り

書
店

コンビニエンス
ストア

梶
野
通
り

本町1―13―13
☎042―381―2080

佐
藤
ク
リ
ニッ
ク

内
小
皮
ア

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―9―17
☎042―383―5511

小
金
井
太
陽
病
院

外
内
南口

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

小
金
井
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
ア

本町5―19―30
☎042―385―0233

北口

小
金
井
街
道

西
友

連雀通り連雀通り

宮
本
内
科
医
院

内
循
消
呼

中町3―7―4
☎042―381―2219

至武蔵小金井駅
南口

前原坂上
交差点

一小
図書館

福祉会館

小
金
井
街
道

本 

町 

歯 

科
本町6―1―12
☎042―385―8520

市役所第二庁舎

前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

 
まちば薬局

（ ）本町4－14－21－101
☎042－387－2151

 
本町薬局

（ ）本町1－16－8
☎042－383－3515

 
ささもり薬局

（ ）本町1－5－6
☎042－386－2681

 
にじいろ薬局

（ ）梶野町5－9－9クレール1F
☎042－316－3795

 
グリーンベル薬局

（ ）本町5－11－7
☎042－386－8522

 
アトム薬局

（ ）緑町1－6－54うさぎビル1F
☎042－388－5400

 
ともえ調剤薬局

（ ）本町1－5－12朝日パリオ
☎042－387－7911

 
ココカラファイン薬局小金井店
（ ）本町1－8－14

☎042－386－2580

 
調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

清　

里　

山　

荘

空
室
状
況
（
５
月
８
日
現
在
）

６
月

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

　

日
１０
　

日
１１
　

日
１２
　

日
１３
　

日
１４
　

日
１５
　

日
１６
　

日
１７
　

日
１８
　

日
１９
　

日
２０
　

日
２１
　

日
２２
　

日
２３
　

日
２４
　

日
２５
　

日
２６
　

日
２７
　

日
２８
　

日
２９
　

日
３０○

：
空
室
あ
り　
△
：
空
室
少
し　
×
：
満
室

６月の行事
親子ふれあい体験教室（７日
＝さつまいもの種まき）、天
体教室＝２０日
９月分の予約
６月１日から受け付けます。
申し込みは、
☎０１２０－４８４－６４７（申込専用）
 ０５５１－４８－４６４６
http://koganei-kiyosato.com/
問合先　清里山荘（☎０５５１－
４８－４６４９）

FAX

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

一
般
棟

○○○○○○○○△△○○×○○△○○××△○○△○○

団
体
棟

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

 

休
館
日 

休
館
日

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市内で活動する芸術・文化団体お
よび個人の相互交流を深め、研 鑚 の

さん

成果を発表するフェスティバルを開
催します。ぜひ、お越しください。
と　き　５月３１日（日）～６月７日
（日）
ところ
【小金井　宮地楽器ホール（小金井
市民交流センター）】
渇　大ホール＝下表のとおり
渇　小ホール・市民ギャラリー＝６
月２日（火）～７日（日）午前１０
時～午後６時（７日は午後５時ま
で）に美術工芸展を開催します。
渇　スペースＮ＝６月６日（土）に
うちわ絵（はり絵）制作ワークシ
ョップ（２０人）、７日（日）に輪

ゴムで作るブレスレットワークシ
ョップ（１０人）を開催します。
（いずれも午後０時３０分～２時３０
分。当日先着順）

【公民館東分館】
　６月７日（日）午前９時３０分から
（受け付けは午前９時から）小金井
囲碁団体戦を開催します。

害害◇共　通◇害害
申込方法　当日直接会場へ。
※　小金井市民オーケストラのみチ
ケット前売制。申し込みは大和田
（☎０４２２−３１−３５８２）へ。
運　営　文化協会
問合先　文化協会・福田（☎０４２−
３８１−５７０８）

開会あいさつ、第３８回小金井市民コーラスのつど
い公演１３：００～５／３１（日）

小金井謡のつどい公演１１：００～
６／６（土） 芸和楽舞踊公演１３：００～

小金井市日本舞踊連盟公演１５：００～
小金井市民オーケストラ第３２回定期演奏会。
１,０００円（全席自由）１３：００～　／７（日）

　

市
内
で
最
も
歴
史
の
古
い
エ
リ

ア
で
あ
る
小
金
井
の
南
西
地
区

を
、
ま
ち
な
か
観
光
案
内
人
（
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
）
が
ご

案
内
し
ま
す
。

　

歴
史
に
触
れ
な
が
ら
新
緑
の
中

を
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

集
散
時
間
・
場
所　

５
月　

日
３０

（
土
）
午
前　

時
小
金
井　

宮
地

１０

楽
器
ホ
ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
）
集
合
～
正
午
同
所
解

散コ
ー
ス　

滄
浪
泉
園
、
は
け
う
え

遺
跡
、
貫
井
神
社
、
湧
水
の
道
、

野
川
ほ
か
（
約
４
㌔
㍍
）　

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

費　

用　
　

円
（
資
料
代
）

１００

※　

滄
浪
泉
園
の
入
場
料
は
実
費

申　

込　

５
月　

日
～　

日
に
、

１８

２５

電
話
で
観
光
協
会
（
☎　

儿　

儿

０４２

３１６

３
９
８
０
）
へ
。

   　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
体
力

づ
く
り
を
目
的
に
、
市
立
の
学
校

施
設
（
体
育
館
ほ
か
）
を
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま

す
。
種
目
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

そ
の
他　

▽
初
め
て
の
方
は
、
指

導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
▽
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
☎　

儿　

儿
２
４
６

０４２

３８６

２
） ス

ポ

ー

ツ

６
月
の
ス
ポ
ー
ツ

個
人
利
用
開
放
校

実施日時　間曜日ところ種　目

７・１４・２１・２８日午後１時～４時日緑　小卓 球

３・１０・１７・２４日午後６時～９時水前原小剣 道

７・１４・２１・２８日正午～午後３時日本町小バドミントン

５・１２・１９・２６日午後７時～９時金一　中柔 道
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市民の芸術の祭典
第３回小金井市民文化祭「出演の部」

参加者募集
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　１０月１０日（土）～１２日（祝）に小金井
宮地楽器ホール（小金井市民交流センタ
ー）で音楽演奏・ダンス・邦楽・合唱等
の発表を行う方を募集します。
　日ごろの成果の発表機会として、ぜ
ひ、ご参加ください。
対　象　市内在住・在勤・在学の方、市
内に活動拠点を置いている団体
申込書・募集要項配布場所　コミュニテ
ィ文化課（市役所第二庁舎４階）、公民
館各館、図書館本館、各集会施設、同ホ
ール
主　催　小金井市民文化祭実行委員会

その他　「展示の部」は別途募集します。
申　込　６月８日（必着）までに、郵
送、ファクスまたは直接、申込書に必要
事項を明記し、コミュニティ文化課文化
推進係（〒１８４−８５０４住所不要☎０４２−
３８７−９９２３ ０４２−３８８−１３２３）へ。FAX

 

休
館
日 

休
館
日

昨年度舞台発表のようす


